
Cisco Catalyst Center 3.1.x on ESXi      

Cisco Catalyst Center
Updated March 18, 2026



© 2023-2025 Cisco Systems, Inc. All rights reserved.

短縮されたシスコの商標

Cisco and the Cisco logo are trademarks or registered trademarks of Cisco and/or its affiliates in the U.S. and other
countries. To view a list of Cisco trademarks, go to this URL: https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.
html. Third-party trademarks mentioned are the property of their respective owners. The use of the word partner does
not imply a partnership relationship between Cisco and any other company. (1721R)

Cisco Catalyst Center | Updated March 18, 2026

|はじめに | ii

https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html
https://www.cisco.com/c/en/us/about/legal/trademarks.html


Cisco Catalyst Center | Updated March 18, 2026

|はじめに | iii



  

第 1章 : ESXiでの Catalyst Centerのスタートアップガイド..............................................6
Catalyst Center on ESXi...........................................................................................................................7
展開の要件..........................................................................................................................................7
Catalyst Center on ESXi パッケージ.........................................................................................................9
展開の前提条件.................................................................................................................................10

VMware vSphereのインストール................................................................................................10
エンタープライズ インターフェイスの予約..............................................................................10
IdenTrust 証明書チェーンのインポート......................................................................................11
DNS、NTP、およびプロキシサーバーの設定..............................................................................11
必要なインターネット URLと完全修飾ドメイン名.....................................................................12
ストレージ入出力制御の有効化................................................................................................16
HA アドミッションコントロールの設定....................................................................................16
クイック スタート ワークフローの準備....................................................................................16

第 2章 : Catalyst Center on ESXiのセットアップ.............................................................18
仮想アプライアンス..........................................................................................................................19
仮想マシンの作成..............................................................................................................................19
追加のネットワークアダプタの設定...................................................................................................21
Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスの設定................................................................................22

Maglev 構成ウィザード（デフォルトモード）を使用した仮想アプライアンスの設定..................22
Maglev 構成ウィザード（詳細モード）を使用した仮想アプライアンスの設定............................27
インストール構成ウィザードを使用した仮想アプライアンスの設定..........................................33
詳細インストール構成ウィザードを使用した仮想アプライアンスの設定...................................38
インタラクティブ CC VA ランチャを使用した仮想アプライアンスの設定...................................43
CC VAランチャのサイレントモードを使用した仮想アプライアンスの設定.................................48

クイック スタート ワークフローの完了..............................................................................................56
エアギャップ展開の有効化................................................................................................................61

第 3章 :展開後の変更.........................................................................................................62
展開後の設定....................................................................................................................................63
VM の再起動優先順位の有効化...........................................................................................................63
リカバリサイトにおける VM 予約の設定.............................................................................................63
リカバリサイトにおける VM リソースプールの予約............................................................................64

第 4章 : Catalyst Center on ESXiのアップグレード.........................................................66
Catalyst Center 3.1.6 on ESXiへのアップグレード..................................................................................67
エアギャップ展開における Catalyst Center 3.1.6 on ESXiへのアップグレード.........................................67

|目次 | iv



|目次 | v



第

1 ESXi    Catalyst Center            

章

     :

• Catalyst Center on ESXi
• �����
• Catalyst Center on ESXi �����
• �������

Cisco Catalyst Center | Updated March 18, 2026

| ESXiでの Catalyst Centerのスタートアップガイド | 6



Catalyst Center on ESXi

Catalyst Center on ESXi展開モデルとそのメリット（迅速な仮想展開など）について説明します。

Catalyst Center on ESXiは、以下が特徴の展開モデルです。
• 仮想形式で Catalyst Centerのすべての機能を利用できる

• 既存のネットワーク環境に Catalyst Centerを迅速に展開できる

• 物理アプライアンスを購入せずに Catalyst Centerを評価できる

この展開ガイドでは、以下に関する情報を提供します。

• Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスを展開するための要件。

• VMwareESXiホストで仮想マシンを作成する方法、仮想アプライアンスを設定する方法、クイックスター
トワークフローを実行する方法、Catalyst Center on ESXiを使用する前に必要な展開後タスクを完了する
方法。

     

正常に展開するためのベストプラクティス、VMの最小要件、スケール番号、およびその他の要件の概要を
説明します。

                 
CatalystCenteronESXi仮想アプライアンスを正常に展開するには、次の要件を満たす必要があります。VMware
vSphereの最も重要な側面に関するパフォーマンスのヒントを参照してください。
• VMware vSphere Client 7.0：『Performance Best Practices for VMware vSphere 7.0』（PDF）

• VMware vSphere Client 8.0：『Performance Best Practices for VMware vSphere 8.0』（PDF）

          
  1 :           

説明機能

VMware vSphere（ESXiおよび vCenter Serverを含む）7.0.x以降とすべての
パッチ。

仮想化プラットフォームおよび
ハイパーバイザ

インテル Xeonスケーラブルプロセッサ（Cascade Lake以降）または AMD
EPYC Gen2（2.1 GHz以上のクロック速度）。
64 GHzが予約された 32の vCPUを VM専用にする必要があります。

プロセッサ

256 GBが予約された 256 GBの DRAMを VM専用にする必要があります。Memory

3 TBのソリッドステートドライブ（SSD）。
仮想アプライアンスのバックアップを作成する場合は、追加のデータスト
ア領域を予約してください。詳細については、『Cisco Catalyst Center
AdministratorGuide』の「BackupServer Requirements」を参照してください。

ストレージ

180 MB/秒I/O帯域幅

2,000～ 2,500（5ミリ秒未満の I/O完了遅延）。IOPS（1秒当たりの入出力処
理）レート
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説明機能

Catalyst Center on ESXiからネットワークデバイス接続まで：200ミリ秒。遅延

注意

Catalyst Center VMのリソース割り当てまたは予約を変更すると、VMの運用に悪影響を及ぼし、失敗する
可能性があります。

      

Catalyst Center on ESXiがサポートするデバイスおよびサイト要素の数は次のとおりです。
  2 :                

サポートされる最大数ネットワークコンポーネント

4000アクセスポイント

1000デバイス

25,000エンドポイント

2500サイト要素

  3 :               

サポートされる最大数ネットワークコンポーネント

25,000エンドポイント

2000デバイス

3000アクセスポイント

2500サイト要素

ファブリック単位のサイト規模

500ファブリックノード

64VN

100IPプール

ファブリックおよび非ファブリック展開の場合、ネットワーク管理者が Catalyst Center on ESXiにログイン
するために最大 10の同時ユーザー接続がサポートされています。
Cisco Catalyst Assuranceは、ほぼリアルタイムのストリーミング分析を使用してデータを処理します。この
ため、リソースの可用性に関する追加の保証が必要です。Catalyst Center on ESXiを最大規模に近い状態で運
用する場合、この機能は、ホストリソースのオーバーサブスクリプションや、リソース使用率の急増を引
き起こすエッジのユースケースなど、制御不能な外部イベントの影響を受ける可能性があります。パフォー
マンスの低下、データ処理のギャップ、高い I/O遅延、通常よりも高い CPU準備率といったさまざまな状
況によって、これらのイベントの発生が示される可能性があります。
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注

パフォーマンスに関する問題のトラブルシューティングの詳細については、ご使用のバージョンのVMware
vSphereに対応する「Troubleshoot and Enhance Performance」のトピックを参照してください。
• VMware vSphere Client 7.0の場合は、ここをクリックしてください。

• VMware vSphere Client 8.0の場合は、ここをクリックしてください。

Catalyst Center VA         

CCVAランチャを使用して仮想アプライアンスを展開および設定する場合は、アプリケーションを実行する
マシンが次の要件を満たしている必要があります。

説明機能

1 GBRAM

• 仮想アプライアンスの OVAファイル用に 40 GB

• ランチャバンドル用に 50 MB

ストレージ

• Linux：Ubuntu 20.04以降

• macOS（Intelおよび M1）：macOS 14以降

• Microsoft Windows：Windows 10以降

サポートされるオペレーティ
ングシステム

マシンがスリープ状態にならないように設定します。スリープ設定

さらに、次のパターンもあります。

• CC VAランチャを実行するユーザーが、仮想アプライアンスの OVAファイルを展開し、アプライアンス
の仮想マシン設定を変更するために必要な権限を持っていることを確認します。

• アプリケーションを実行するシステムの HTTP/ネットワークプロキシ設定を指定します（該当する場
合）。

           

• Mozilla Firefoxバージョン 65以降

• Google Chromeバージョン 72以降

Catalyst Center on ESXi      

Catalyst Center on ESXiで使用されるパッケージが一覧表示されている Cisco Catalyst Center Release Notesにリ
ダイレクトします。

仮想アプライアンスで使用されるパッケージのリストについては、『Cisco Catalyst Center Release Notes』の
「Package versions in Catalyst Center」を参照してください。
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展開を開始する前に完了しておく準備作業について説明します。

Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスを展開するには、次のタスクを完了します。
• VMware vSphereのインストール（10ページ）

• エンタープライズインターフェイスの予約（10ページ）

• IdenTrust証明書チェーンのインポート（11ページ）

• DNS、NTP、およびプロキシサーバーの設定（11ページ）

• 必要なインターネット URLと完全修飾ドメイン名（12ページ）

• ストレージ入出力制御の有効化（16ページ）

• HAアドミッションコントロールの設定（16ページ）

• クイックスタートワークフローの準備（16ページ）

VMware vSphere        

このページでは、VMware vSphereのインストールおよび設定プロセスの概要を説明します。

VMware vSphereには複数のコンポーネントが含まれています。
Catalyst Center on ESXiを実行する場合は、VMware vSphere 7.0.x以降（すべてのパッチを含む）を使用して
ください。VMware vSphereのインストールおよび設定プロセスの概要については、「VMwareのインストー
ルおよびセットアップ」を参照してください。

VMware vSphereをインストールしたら、仮想アプライアンスの OVAファイルの展開に使用するコンピュー
ターから到達できることを確認します。

                    

仮想アプライアンスで使用するためにエンタープライズインターフェイスを予約する必要があることを示
します。

エンタープライズインターフェイスの予約は、以下に該当するネットワーク設定要件です。

• 仮想アプライアンスのインターフェイスをエンタープライズネットワーク接続専用にする

• 後でアプライアンスの設定時に使用するために、割り当てられた IPアドレスを記録する必要がある

• アプライアンス管理用の管理インターフェイスおよび追加のネットワークインターフェイスをサポート
している場合がある

仮想アプライアンスをセットアップする前に、以下を実行します。

• エンタープライズネットワーク接続用に少なくとも 1つの 1 Gbpsまたは 10 Gbpsのエンタープライズ
インターフェイスを予約します。

• このインターフェイスの IPアドレスをメモします。後でアプライアンスの設定時にこのアドレスを入力
します。

• （任意）Catalyst Center on ESXi GUIアクセス用に 1つの 1 Gbpsまたは 10 Gbps管理インターフェイスを
予約します。後日設定する場合は、インターフェイスの IPアドレスをメモします。

以下の点に注意してください。
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• クラスタ内インターフェイスの IPアドレスは事前に定義されています。デフォルトモードが選択された
状態で Magenv構成ウィザードを完了する場合、またはブラウザベースのインストール構成ウィザード
を完了する場合、IPアドレスを入力する必要はありません。

• Catalyst Center on ESXiは、仮想アプライアンスで使用する 1つの追加インターフェイスの設定をサポー
トしています。設定する場合は、[アダプタタイプ（Adapter Type）]ドロップダウンリストから [VMXNET]
を選択してください。他のタイプを選択すると、アプライアンスの設定が正常に完了しません。詳細に
ついては、『vSphere Virtual Machine Administration』の「Add a Network Adapter to a Virtual Machine」のトピッ
クを参照してください。

IdenTrust              

このタスクトピックでは、IdenTrust証明書チェーンをインポートする手順について説明します。

Catalyst Center on ESXi OVAファイルは IdenTrust CA証明書で署名されています。この証明書は、デフォルト
の VMwareトラストストアには含まれていません。
証明書が無効な場合、[Deploy OVF Template]ウィザードの [Review details]ページに警告が表示されます。こ
の問題を解決するために、OVAファイルを展開するホストまたはクラスタに IdentTrust証明書チェーンをイ
ンポートできます。

  

1. 仮想アプライアンスを配置する VMware ESXiホストまたはクラスタで、
trustidevcodesigning5-3.1.6-VA.tar.gzを、Catalyst Center on ESXi OVAファイルと同じ場所からダウ
ンロードします。

2. ダウンロードしたファイルをローカルディレクトリに展開します。
3. vSphere Webクライアントにログインします。
4. [Administration] > [Certificates] > [Certificate Management]を選択します。
5. [Trusted Root Certificates]フィールドで、[Add]をクリックします。
6. [Add Trusted Root Certificate]ダイアログボックスで、[Browse]をクリックします。
7. ステップ1でダウンロードしたファイルを抽出し、trustidevcodesigning5.pemファイルを選択します。[開
く（Open）]ボタンをクリックします。

8. [Start Root certificate push to vCenter Hosts]チェックボックスをオンにして、[Add]をクリックします。
証明書チェーンが正常にインポートされたことを確認するメッセージが表示されます。

[Deploy OVF Template]ウィザードを完了すると、[Review details]ページの [Publisher]フィールドに、信頼
できる証明書を使用していることが示されます。

DNS NTP               

仮想アプライアンスが使用する DNS、NTPおよびプロキシサーバーを準備する方法について説明します。

仮想アプライアンスの設定時には、仮想アプライアンスが使用する DNSサーバー、NTPサーバー、および
プロキシサーバーを準備する必要があります。

次の 3項目を指定するように求められます。
• Catalyst Center on ESXiがドメイン名を IPアドレスに変換するために使用するドメインネームシステム
（DNS）サーバー。

• Catalyst Center on ESXiがクロックの同期に使用する Network Time Protocol（NTP）サーバー。
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• （任意）CatalystCenter on ESXiがインターネット宛てのURLにアクセスするために使用するプロキシサー
バー。

仮想アプライアンスを設定する前に、次の手順を実行します。

• 使用するサーバーが使用可能であり、動作中であることを確認します。

• NTPサーバーの場合は、その IPアドレスまたはホスト名を取得します。プロキシサーバーの場合は、URL
またはホスト名とそのログイン情報を収集します。

           URL           

インターネットアドレス Catalyst Centerがアクセスできなければならないリスト。

仮想アプライアンスを機能させるには、必要な URLおよび完全修飾ドメイン名（FQDN）へのセキュアなア
クセスを提供する必要があります。

この表では、各 URLと FQDNを使用する機能について説明します。IPトラフィックがアプライアンスとこ
れらのリソースとの間を移動できるように、ネットワークファイアウォールまたはプロキシサーバのいず
れかを設定する必要があります。

注意

リストされた URLおよび FQDNへのアクセスを提供しない場合、関連する機能は想定どおりに動作しま
せん。

注

サードパーティベンダーの宛先ドメイン名は予告なしに変更される場合があるため、ワイルドカードを
使用して指定する必要があります。

プロキシアクセス要件の詳細については、『CiscoCatalyst Center Third-Generation InstallationGuide』の「Provide
secure access to the internet」を参照してください。
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  4 :     URL   FQDN     

...Catalyst Centerがアクセスする必要がある URLと FQDN目的

推奨：https://*.ciscoconnectdna.com/*1

ワイルドカードを回避するには、代わりに次のURLを指定しま
す。

• https://www.ciscoconnectdna.com

• https://catalogsvc-cdn.ciscoconnectdna.com

• https://catalogsvc-reg.ciscoconnectdna.com

• https://catalogsvc-reg-cdn.ciscoconnectdna.com

• https://catalogsvc-cm.ciscoconnectdna.com

• https://app-cdn.ciscoconnectdna.com

システムソフトウェアとアプリケーショ
ンパッケージにアップデートをダウン
ロードし、製品チームにユーザーフィー
ドバックを送信します。

https://dnacenter.uservoice.com製品チームにユーザーフィードバックを
送信します。

• https://apx.cisco.com

• https://cloudsso.cisco.com/as/token.oauth2

• https://*.cisco.com/*

• https://download-ssc.cisco.com/

スマートアカウントおよび SWIMソフト
ウェアのダウンロード

https://dnaservices.cisco.comクラウドドメインで認証します。

• app.thousandeyes.com
このURLでは AWSが使用されており、
*.awsglobalaccelerator.comにマッピングされている可能性が
あります。AWSを使用する可能性のある他のサービスもAWS
ドメインにマッピングできます。

• api.thousandeyes.com

ThousandEyesと統合します。

https://api-cx.cisco.comAPI呼び出しを許可して、Cisco CX Cloud
Success Tracksへのアクセスを有効にしま
す。そうしないと、Machine Reasoning
Engine（MRE）がサポートする Security
Advisories、Bug Identifier、および EOX機能
の拡張構成ベースのスキャンに追加され
た拡張機能が期待どおりに動作しません。

• http://analytics.webexapis.com

• https://webexapis.com

Webexと統合します。

1
シスコは ciscoconnectdna.comとそのサブドメインを所有し、維持しています。Cisco Connect DNAインフラ
ストラクチャは、シスコのSecurity andTrustガイドラインに準拠しています。セキュリティに関して継続的
にテストされています。このインフラストラクチャは、ロードバランスおよび自動化機能が組み込まれた
堅牢なインフラストラクチャです。クラウド運用チームがインフラストラクチャをモニターして維持する
ことで、継続的な可用性を確保します。
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...Catalyst Centerがアクセスする必要がある URLと FQDN目的

https://dnacenter.uservoice.comユーザフィードバック

*.cisco.com：443
それ以外の場合の特定の FQDNは次のとおりです。
• neoffers.cisco.com

• neoffers-de.cisco.com

• neoffers-sg.cisco.com

• dnaservices.cisco.com

CiscoCatalystCloudおよびホストされてい
るアプリケーションとの接続（AppX MS
Teams統合、Talos統合など）。

推奨：*.meraki.com:443
ワイルドカードを回避したいお客様は、代わりに次のURLを指
定できます。

• dashboard.meraki.com:443

• api.meraki.com:443

• n63.meraki.com：443

Cisco Merakiと統合します。

• http://validation.identrust.com

• http://commercial.ocsp.identrust.com

注

これらの URLは、直接でも Catalyst Centerで構成されている
プロキシサーバー経由でも到達できるようにする必要があり
ます。

OCSP/CRLを使用したSSL/TLS証明書の失
効ステータスを確認します。

wss://prod.radkit-cloud.cisco.com:443Catalyst Centerリモートサポート機能が有
効になっている場合、シスコの認定スペ
シャリストがトラブルシューティング
データを収集できるようにします。
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...Catalyst Centerがアクセスする必要がある URLと FQDN目的

*.cisco.com：443
ワイルドカードを回避するには、代わりに次のURLを指定しま
す。

• software.cisco.com

• cloudsso.cisco.com

• cloudsso1.cisco.com

• cloudsso2.cisco.com

• apiconsole.cisco.com

• api.cisco.com

• apx.cisco.com

• smartreceiver.cisco.com

• sso.cisco.com

• apmx-prod1-vip.cisco.com

• apmx-prod2-vip.cisco.com

• tools.cisco.com

• tools1.cisco.com

• tools2.cisco.com

cisco.comとシスコスマートライセンス
と統合します。

prod.sdavc-cloud-api.com:443Network-Based Application Recognition
（NBAR）に接続します。

https://standards-oui.ieee.org/不正なベンダー名を検出するには、不正
管理アプリケーションを有効にします。

• www.mapbox.com

• *. tiles.mapbox.com/*: 443プロキシの場合、宛先は
*.tiles.mapbox.com/*です。

サイトとロケーションマップで正確な情
報をレンダリングします。

• https://api.use1.prd.kairos.ciscolabs.com（米国東部リージョ
ン）

• https://api.euc1.prd.kairos.ciscolabs.com（欧州中央リージョ
ン）

Cisco AI Network Analyticsのデータ収集で
は、クラウドホストへのアウトバウンド
HTTPS（TCP443）アクセスを許可するよ
うにネットワークまたはHTTPプロキシを
設定します。

https://ec.walkme.comGUIから特定のタスクを完了できる対話型
ヘルプフローのメニューにアクセスしま
す。

https://swapi.cisco.comライセンスサービスにアクセスします。

• https://dnaspaces.io

• https://dnaspaces.eu

• https://ciscospaces.sg

Cisco Spacesと統合します。

Cisco Catalyst Center | Updated March 18, 2026

| ESXiでの Catalyst Centerのスタートアップガイド | 15

https://standards-oui.ieee.org/
https://api.use1.prd.kairos.ciscolabs.com/
https://api.euc1.prd.kairos.ciscolabs.com/
https://ec.walkme.com
https://swapi.cisco.com
https://dnaspaces.io
https://dnaspaces.eu
https://ciscospaces.sg


              

仮想アプライアンスを展開する予定のデータストアについては、次の手順を実行して、ネットワークで入
出力（I/O）の輻輳が発生しているときに、アプライアンスの仮想マシンの I/Oが他の仮想マシンよりも優
先されるようにします。

  

1. vSphere Clientで、仮想アプライアンスを展開する予定のデータストアに移動して、そのデータストアを
クリックします。

2. [Configure]タブをクリックし、[General]をクリックします。
3. [Datastore Capabilities]エリアで、[Edit]をクリックします。
4. [Configure Storage I/O Control]ウィンドウで、次の手順を実行します。

a) [Enable Storage I/O Control and statistics collection]オプションボタンをクリックします。
b) [Storage I/O congestion threshold]エリアで、使用する輻輳しきい値を設定します。
ピークスループットの割合（%）を指定するか、値（ミリ秒単位）を入力できます。

c) （任意）[Statistic Collection]エリアで、[Include I/O statistics for SDRS]チェックボックスをオンにしま
す。

5. [OK]をクリックします。

HA                 

Catalyst Center on ESXi VMを接続して 3ノードクラスタを作成することはできません。高可用性（HA）を有
効にするには、VMware vSphereで HA機能を使用します。厳格なアドミッションコントロールを有効にし
て、以下の状態にあることを確認します。

• アクションが可用性の制約に違反する場合、システムは仮想マシンの電源をオンにしない。

• システムで、設定されたフェールオーバーキャパシティ制限が適用されている。

• HAがフェールオーバー時に予期どおりに動作する。

                   

クイックスタートワークフローを完了する前に実行する必要があるタスクについて説明します。

ESXiホストで仮想マシンを作成し、Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスを設定すると、クイックス
タートワークフローを完了するように求められます。このワークフローを完了すると、Catalyst Center on
ESXiが管理するデバイスが検出されます。また、それらのデバイスからのテレメトリの収集も有効になり
ます。ワークフローを完了するには、次のタスクを実行します。

• 作成する新しい管理者ユーザーのユーザー名とパスワードを決定します。デフォルトの管理者ユーザー
名とパスワード（admin/P@ssword9）は、Catalyst Center on ESXiへの初回ログイン時にのみ使用してくだ
さい。

重要

このパスワードの変更は、特にCatalystCenter onESXi仮想アプライアンスをセットアップするユーザー
がその管理者となるユーザーと異なる場合に、ネットワークセキュリティにとって重要です。

• Cisco.comへのログインに使用するログイン情報を取得します。
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• システムにアクセスする必要があるユーザーを特定します。これらのユーザーについて、そのロール、
一意のパスワード、および権限設定を定義します。

仮想アプライアンスで IPAMサーバーと Cisco Identity Services Engine（ISE）を使用するオプションがありま
す。これらのいずれかまたは両方を使用する場合は、関連する URLとログイン情報も取得する必要があり
ます。
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2 Catalyst Center on ESXi        
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Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスを展開する方法について、順を追って説明します。

Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスをセットアップするには、次のタスクを完了します。
1. 仮想マシンを作成します。

2. 仮想アプライアンスを設定します。

3. クイックスタートワークフローを完了します。

CiscoCatalyst仮想アプライアンスランチャ（CCVAランチャ）を使用して仮想アプライアンスをセットアッ
プする場合は、まず、次のいずれかのトピックで説明されている手順を実行します。

• インタラクティブ CC VAランチャを使用した仮想アプライアンスの設定（43ページ）

• CC VAランチャのサイレントモードを使用した仮想アプライアンスの設定（48ページ）

次に、クイックスタートワークフローを完了します。

        

VMwareESXiホストにOVAテンプレートを展開する手順（リソースの割り当てやストレージのセットアップ
など）について説明します。

仮想アプライアンスが存在するVMwareESXiホストまたはクラスタで仮想マシンを作成するには、次の手順
を実行します。

  

1. シスコが指定する場所から Catalyst Center on ESXi OVAファイルをダウンロードします。
2. vSphere Webクライアントにログインします。
3. ナビゲーションペインで、OVAファイルを展開するホストまたはクラスタの IPアドレスを右クリック
し、[Deploy OVF Template]をクリックします。

4. [Deploy OVF Template]ウィザードを完了します。
a) [Select anOVFTemplate]ウィザードページで、展開に使用するOVAファイルを指定し、[Next]をクリッ
クします。次のいずれかの操作を実行できます。

• [URL]オプションボタンをクリックし、適切なパスおよび OVAファイル名を入力します。このオ
プションを選択する場合は、OVAファイルがWebアクセス可能な場所に保存され、その場所から
共有されていることを確認してください。

• [Local file]オプションボタンをクリックして、[Upload Files]をクリックし、適切な OVAファイルに
移動して、それを選択します。

ウィザードの [Select a name and folder]ページが開きます。デフォルトでは、OVAのファイル名は、作
成しようとしている仮想マシンの名前として設定されます。また、手順 3で選択した ESXiホストま
たはクラスタが存在する場所が、展開場所として設定されます。

b) デフォルト値を使用する場合は、[Next]をクリックし、手順 4cに進みます。
異なる値を使用する場合は、次の手順を実行します。

1. 作成する仮想マシンの名前を入力します。

2. 仮想マシンが常駐する場所を指定します。
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3. [Next]をクリックします。

ウィザードの [Select a compute resource]ページが開きます。

c) OVAファイルを展開するESXiホストまたはクラスタ（手順3で右クリックしたもの）をクリックし、
[Next]をクリックします。
展開テンプレートの詳細が一覧表示されたページが表示されます。

d) テンプレートの詳細を確認し、次のいずれかのタスクを実行します。
• 変更を加える必要がある場合は、必要に応じて [Back]をクリックして適切なウィザードページに
戻ります。

• 続行する場合は、[Next]をクリックします。

注

[Extra configuration]フィールドに表示される情報は無視してください。これは、シスコが Catalyst
Center on ESXiの OVAファイルで提供する追加の設定を指します。

ウィザードの [Select storage]ページが開きます。

e) ストレージの設定：
1. 使用するストレージデバイスのオプションボタンをクリックします。

2. [Select virtual disk format]フィールドで、[Thick Provision]または [Thin Provision]オプションを選択し
ます。

3. [Next]をクリックします。

ウィザードの [Select networks]ページが開きます。

f) エンタープライズネットワークの宛先ネットワークを設定します。
1. エンタープライズネットワークの [宛先ネットワーク（Destination Network）]ドロップダウンリス
トで、Catalyst Center on ESXiのエンタープライズインターフェイスに接続するネットワークを選
択します。

2. [Next]をクリックします。

入力した展開設定の概要が、[Ready to complete]ウィザードページに表示されます。

g) 設定を確認したら、次のいずれかのタスクを実行します。
• 変更を加える必要がある場合は、必要に応じて [Back]をクリックして適切なウィザードページに
戻ります。

• 展開を続行する場合は、[Finish]をクリックします。
重要
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通常、展開が完了するまでに約 45分かかります。vSphere Clientの [Recent Tasks]タブで進捗状
況をモニターできます。

                

仮想マシンにセカンダリネットワークインターフェイスを追加して、そのネットワーク設定を行う手順に
ついて説明します。

仮想アプライアンスに追加のネットワークアダプタを設定するには、次の手順を実行します。

注

管理インターフェイスはアダプタ上に配置されます。

  

1. vSphere Webクライアントにログインします。
2. ナビゲーションウィンドウで、作成した仮想マシンを右クリックし、[Power] > [Power Off]を選択し
ます。

3. 仮想マシンを右クリックして、[Actions] > [Edit Settings]を選択します。
4. [仮想ハードウェア（Virtual Hardware）]タブを選択します。[デバイスの新規追加（Add New Device）]を
クリックし、[ネットワークアダプタ（Network Adapter）]を選択します。

5. [新規ネットワーク（New Network）]フィールドのドロップダウンリストで、[ブラウズ（Browse）]をク
リックします。

6. [ネットワークの選択（SelectNetwork）]ダイアログボックスで、仮想アプライアンスの管理インターフェ
イスに接続するネットワークを選択し、[OK]をクリックします。

7. [Adapter Type]フィールドのドロップダウンリストから、[VMXNET3]を選択し、[OK]をクリックします。
8. ナビゲーションウィンドウで、仮想マシンを右クリックし、[Power] > [Power On]を選択します。
9. 次のいずれか 1つのタスクを実行します。

• まだ設定していない場合は、使用可能ないずれかの設定ウィザードまたは CC VAランチャーを使用
して仮想アプライアンスを設定します。

• 仮想アプライアンスをすでに設定している場合は、次のステップに進みます。

10. Catalyst Center on ESXiが表示されたら、設定ウィザードを実行して管理インターフェイスの設定を行い
ます。

a) 仮想マシンのターミナルウィンドウを開きます。sudomaglev-config updateコマンドを実行しま
す。

構成ウィザードが開き、アプライアンスのエンタープライズインターフェイスにすでに設定されて
いる設定が表示されます。

b) [next>>]をクリックします。
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ウィザードに、アプライアンスのクラスタ内インターフェイスにすでに設定されている設定が表示さ
れます。

c) [next>>]をクリックします。
d) 作成した管理インターフェイス（NETWORK ADAPTER 3）について、次のパラメータに必要な値を入
力し、[next>>]をクリックします。
• [Host IPv4/IPv6 Address]フィールド：管理インターフェイスの IPアドレスを入力します。

• [IPv4 Netmask/IPv6 Prefix Length]フィールド：インターフェイスの IPアドレスのネットマスクを入
力します。

• [Default Gateway IPv4/IPv6Address]フィールド：インターフェイスに使用するデフォルトゲートウェ
イの IPアドレスを入力します。

• [IPv4/IPv6 Static Routes]フィールド：1つ以上のスタティックルートを次の形式で入力し、スペー
スで区切ります。<network>/<netmask>/<gateway>。

Catalyst Center on ESXi             

仮想アプライアンスを設定するためのさまざまな方法（Maglev構成ウィザードや CC VAランチャを使用し
てネットワークとシステムの設定を確立する方法など）について説明します。

VMware ESXiホスト上の Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスを設定する手順を 1つ選択します。
• Maglev構成ウィザード（デフォルトモード）を使用した仮想アプライアンスの設定（22ページ）

• Maglev構成ウィザード（詳細モード）を使用した仮想アプライアンスの設定（27ページ）

• インストール構成ウィザードを使用した仮想アプライアンスの設定（33ページ）

• 詳細インストール構成ウィザードを使用した仮想アプライアンスの設定（38ページ）

• インタラクティブ CC VAランチャを使用した仮想アプライアンスの設定（43ページ）

• CC VAランチャのサイレントモードを使用した仮想アプライアンスの設定（48ページ）

Maglev                                   

Maglev構成ウィザードとプリセット設定を使用して仮想アプライアンスをすばやく設定するには、次の手
順を実行します。

注

このウィザードを使用する場合、クラスタ内インターフェイスは事前設定されています。このインター
フェイスのデフォルト設定を使用しない場合は、Maglev構成ウィザード（詳細モードを選択）を完了す
る必要があります。

     

この手順を開始する前に、仮想アプライアンスに関する次の情報を収集します。

• スタティック IPアドレス
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• サブネットマスク

• デフォルトゲートウェイ

• DNSアドレス

• NTPサーバーの詳細

• プロキシサーバーの詳細

重要

アプライアンスの管理インターフェイスを設定する場合は、このウィザードを開始する前に、このイン
ターフェイス用に存在する追加のネットワークアダプタも設定します。

  

1. 展開が完了したら、新しい仮想マシンの電源をオンにします。
a) vSphere Clientで、仮想マシンを右クリックします。
b) [Power] > [Power On]を選択します。
仮想マシンは通常 45分で使用可能になります（帯域幅、RAM、ハードディスク容量、vCPUの数によっ
て異なります）。VMware VMコンソールで進行状況をモニターすることができます。

2. 適切なリンクをクリックして、リモートコンソールまたはWebコンソールを起動します。
3. Maglev構成ウィザードを完了することにより、仮想マシンを設定します。

a) ウィザードの [STATIC IP CONFIGURATION]ページでは設定を入力する必要がないため、[skip>>]をク
リックします。

ブラウザベースのWebUIインストールモードを使用して仮想アプライアンスを設定する場合にのみ、
静的 IP設定を入力してください。

b) [Create MKS]をクリックします。
c) [MKS事前製造クラスタの使用を開始（Start using MKS pre manufactured cluster）]をクリックします。
d) 次の表に示す NETWORK ADAPTER #1の設定値を入力します。[next>>]をクリックします。

Catalyst Center on ESXiは、このインターフェイスを使用して、仮想アプライアンスをネットワークに
リンクさせます。

エンタープライズインターフェイスの IPアドレスを入力します。こ
れは必須です。

[Host IPv4 address]フィールド

インターフェイスの IPアドレスに対応するネットマスクを入力しま
す。

[IPv4 Netmask]フィールド

インターフェイスに使用するデフォルトゲートウェイ IPアドレスを
入力します。

重要

アプライアンスの少なくとも 1つのインターフェイスに対してデ
フォルトゲートウェイ IPアドレスを入力してください。入力しな
いと、設定ウィザードを完了できません。

[Default Gateway IPv4 Address]
フィールド
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1つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク
>/<ネットマスク>/<ゲートウェイ>の形式で入力します。これは、通
常、Catalyst Center on ESXiの管理インターフェイスでのみ必要です。

[IPv4 Static Routes]フィールド

仮想アプライアンスには適用されないため、このフィールドは空白
のままにします。

[LACP Mode]フィールド

入力した値がウィザードによって検証され、正しくない値が含まれていた場合にはエラーメッセージ
が表示されます。エラーメッセージが表示された場合には、入力した値が正しいことを確認してか
ら、再入力します。必要に応じて、[<< back]をクリックして再入力します。

e) [Host IPv4 Address]フィールドと [IPv4 Netmask]フィールドはクラスタ内インターフェイス用に事前入
力されるため、[NETWORK ADAPTER #2]の設定値を入力する必要はありません。[next>>]をクリック
して進みます。

f) 次の表に示す NETWORK ADAPTER #3の設定値を入力します。[next>>]をクリックします。
このインターフェイスを使用すると、仮想アプライアンスから Catalyst Center on ESXi GUIにアクセス
できます。

注

このウィザードページは、管理インターフェイス用に追加のネットワークアダプタが設定済みの場
合にのみ表示されます。

管理インターフェイスの IPアドレスを入力します。これは、このイ
ンターフェイスを使用して管理ネットワークから Catalyst Center on
ESXiGUIにアクセスする場合にのみ必要です。それ以外の場合は、空
白のままにします。

[Host IPv4 address]フィールド

インターフェイスの IPアドレスに対応するネットマスクを入力しま
す。

[IPv4 Netmask]フィールド

インターフェイスに使用するデフォルトゲートウェイ IPアドレスを
入力します。

重要

アプライアンスの少なくとも 1つのインターフェイスに対してデ
フォルトゲートウェイ IPアドレスを入力してください。入力しな
いと、設定ウィザードを完了できません。

[Default Gateway IPv4 Address]
フィールド

1つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク
>/<ネットマスク>/<ゲートウェイ>の形式で入力します。

[IPv4 Static Routes]フィールド

検証エラーがある場合は修正し、続行します。ウィザードがネットワークアダプタの設定を適用しま
す。

g) [DNS Configuration]ページで、優先 DNSサーバーの IPアドレスを入力します。[next>>]をクリックし
ます。複数の DNSサーバを入力する場合には、リスト内の IPアドレスをスペースで区切ります。
重要
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• NTPの場合、Catalyst Center on ESXiと NTPサーバの間のポート 123（UDP）が開いていることを
確認します。

• 最大 3つの DNSサーバーを設定します。仮想アプライアンス 1台に対して 4台以上の DNSサー
バーを設定すると、問題が発生する可能性があります。

ウィザードが更新され、これまでに入力した設定を検証するためにコントローラをシャットダウンす
る必要があることが示されます。

h) 次のいずれかの手順を選択します。
• 設定を変更する必要がある場合は、必要に応じて [<<back]をクリックし、必要な変更を加えてか
ら、このウィザードページに戻ります。

• 入力した設定に問題がなければ、[proceed>>]をクリックします。

i) 検証が正常に完了したら、次のいずれかの手順を選択します。
• ネットワークでプロキシサーバーを使用しないでインターネットにアクセスする場合は、[skip

proxy>>]をクリックして続けます。

• ネットワークでプロキシサーバーを使用する場合、[NETWORK PROXY]ウィザードページに設定値
を入力します。[next>>]をクリックします。

インターネットにアクセスする HTTPSネットワークプロキシの URL
またはホスト名を入力します。

注

Catalyst Center on ESXiから HTTPSプロキシへの接続は、このリリー
スの HTTP経由のみでサポートされます。

[HTTPSプロキシ (HTTPS
Proxy)]フィールド

ネットワークプロキシへのアクセスに使用するユーザ名を入力しま
す。プロキシログインが必要ない場合には、このフィールドを空白
のままにします。

[HTTPS Proxy Username]
フィールド

ネットワークプロキシへのアクセスに使用するパスワードを入力し
ます。プロキシログインが必要ない場合には、このフィールドを空
白のままにします。

[HTTPSProxy Password]フィー
ルド

必要な情報を入力したら、必要に応じて検証エラーを修正し、続行します。

j) 次に、[MAGLEV CLUSTER DETAILS]ウィザードページで仮想アプライアンスの仮想 IPアドレスを入力
するように求められます。エンタープライズインターフェイスに設定されている仮想 IPアドレスを
入力します。管理インターフェイスの仮想 IPアドレスを設定した場合は、そのアドレスも入力しま
す（カンマを使用して 2つの IPアドレスを区切ります）。
仮想アプライアンスの完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定することもできます。Catalyst Center on
ESXiは、このドメイン名を使用して次の手順を実行します。
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• このホスト名を使用して、仮想アプライアンスのWebインターフェイスと、CatalystCenteronESXi
が管理するエンタープライズネットワーク内のデバイスによって使用されるRepresentationalState
Transfer（REST）APIにアクセスします。

• Catalyst Center on ESXi証明書の [Subject Alternative Name（SAN）]フィールドで、FQDNを使用して、
デバイスのプロビジョニングに使用されるプラグアンドプレイサーバが定義されます。

必要な情報を入力したら、[Next>>]をクリックして続行します。検証エラーが表示された場合は、以
前の画面で行ったように修正します。

k) ウィザードの [USER ACCOUNT SETTINGS]ページで提供される設定値を入力します。[next>>]をクリッ
クします。

maglevユーザーのパスワードを入力して確認します。[Linux Password]フィールド

Linuxパスワードをもう一度入力して確認します。[Re-enter Linux Password]
フィールド

Linuxパスワードを自分で作成しない場合には、このフィールドにシー
ドフレーズを入力してから、[パスワードの生成（Generate
password）]を押してパスワードを生成します。

[Password Generation Seed]
フィールド

（オプション）シードフレーズは、ランダムで安全なパスワードの
一部として表示されます。必要に応じて、このパスワードを「その
まま」使用することも、この自動生成パスワードをさらに編集する
こともできます。

[<Use Generated Password>]を押してパスワードを保存します。

[Auto Generated Password]
フィールド

情報を入力したら、必要に応じて検証エラーを修正し、続行します。

l) ウィザードの [NTP SERVER SETTINGS]ページで提供される設定値を入力します。[next>>]をクリック
します。

1つまたは複数のNTPサーバーアドレスまたはホスト名をスペースで
区切って入力します。少なくとも 1つの NTPアドレスまたはホスト
名が必要です。実稼働環境への展開では、少なくとも3台のNTPサー
バを設定することを推奨します。

[NTP Server (NTPサーバ)]
フィールド

Cisco Catalyst Center | Updated March 18, 2026

| Catalyst Center on ESXiのセットアップ | 26



Catalyst Center on ESXiと同期する前に NTPサーバーの認証を有効にす
るには、このチェックボックスをオンにして、次の情報を入力しま
す。

• NTPサーバーのキー ID。有効な値の範囲は 1～ 4294967295
（2^32-1）です。
この値は、NTPサーバーのキーファイルで定義されているキー ID
に対応します。

• NTPサーバーのキー IDに関連付けられた SHA-1キー値。この 40
文字の16進文字列は、NTPサーバーのキーファイルにあります。

注

前のフィールドで構成した各 NTPサーバーのキー IDとキー値を入
力してください。

[NTP Authentication]チェック
ボックス

情報を入力したら、必要に応じて検証エラーを修正し、続行します。

ウィザードが設定を適用できる状態になったことを示す最終メッセージが表示されます。

m) 入力した設定を仮想アプライアンスに適用するには、[proceed>>]をクリックします。
設定プロセスの完了後に、仮想アプライアンスの電源を再度オンにすると、「CONFIGURATION
SUCCEEDED!」というメッセージが表示され、Maglevログインページが表示されます。

注

サービスが安定して Catalyst Center UIにログイン可能になるまでには 15～ 30分かかります。

4. クイックスタートワークフローの完了（56ページ）。

Maglev                                

Maglev構成ウィザードを使用して仮想アプライアンスを設定し、事前設定されたアプライアンス設定とは
異なる設定を指定する必要がある場合は、次の手順を実行します。

     

設定を開始する前に、仮想アプライアンスに関する次の情報を収集します。

• スタティック IPアドレス

• サブネットマスク

• デフォルトゲートウェイ

• DNSアドレス

• NTPサーバーの詳細
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• プロキシサーバーの詳細

重要

アプライアンスの管理インターフェイスを設定する場合は、このウィザードを開始する前に、このイン
ターフェイス用に追加のネットワークアダプタの設定も行います。

  

1. 展開が完了したら、新しく作成した仮想マシンの電源をオンにします。
a) vSphere Clientで、仮想マシンを右クリックします。
b) [Power] > [Power On]を選択します。
仮想マシンは通常約45分で使用可能になります。実際の時間は、使用可能な帯域幅、RAM、ハードディ
スク容量、vCPUの数によって異なります。vSphere Clientの [Recent Tasks]タブで進捗状況をモニターで
きます。

2. 適切なリンクをクリックして、リモートコンソールまたはWebコンソールを起動します。
3. Maglev構成ウィザードを完了することにより、仮想マシンを設定します。

a) ウィザードの [STATIC IP CONFIGURATION]ページでは設定を入力する必要がないため、[skip>>]をク
リックします。

ブラウザベースのWeb UIを使用して仮想アプライアンスをインストールする場合にのみ、静的 IPア
ドレスを設定します。

b) [Create MKS]をクリックします。
c) [Start configuration of MKS in advanced mode]オプションをクリックします。
次のウィザードページが開き、事前設定されたすべてのアプライアンス設定（コンテナとクラスタの
サブネットを除く）が消去されることが示されます。これらの設定の値を入力する必要があります。

このオプションを選択すると、デフォルトのアプライアンスセットアップワークフローには戻れま
せん。次の手順を完了する前に、この点に留意してください。

d) [proceed>>]をクリックします。
事前設定されたすべてのアプライアンス設定が消去された後、次のウィザードページが開きます。

e) 次のいずれかまたは複数の手順を実行し、[next>>]をクリックします。
• IPv4または IPv6アドレッシングを使用するかどうかを選択します。

• FIPSモードを有効にする場合は、対応するオプションをクリックします。FIPSモードの詳細につ
いては、『CiscoCatalyst Center Second-Generation Appliance Installation Guide』の「FIPSMode Support」
のトピックを参照してください。

f) [Layer2 mode used for the services]ウィザードページでは設定を入力する必要はないため、[next>>]を
クリックします。

g) 次の表に示す NETWORK ADAPTER #1の設定値を入力し、[next>>]をクリックします。
Catalyst Center on ESXiは、このインターフェイスを使用して、仮想アプライアンスをネットワークに
リンクさせます。

エンタープライズインターフェイスの IPアドレスを入力します。こ
れは必須です。

[Host IPv4/IPv6 Address]
フィールド
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次のいずれかを実行します。

• IPv4アドレッシングを選択した場合は、ポートの IPアドレスの
ネットマスクを入力します。これは必須です。

• IPv6アドレッシングを選択した場合は、プレフィックス長（ビッ
ト単位）を入力します。有効な値の範囲は 10～ 127です。

[IPv4 Netmask/IPv6 Prefix
Length]フィールド

インターフェイスに使用するデフォルトゲートウェイ IPアドレスを
入力します。

重要

アプライアンスの少なくとも 1つのインターフェイスに対してデ
フォルトゲートウェイ IPアドレスを入力してください。入力しな
いと、設定ウィザードを完了できません。

[Default Gateway IPv4/IPv6
Address]フィールド

1つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク
>/<ネットマスク>/<ゲートウェイ>の形式で入力します。これは、通
常、管理インターフェイスでのみ必要です。

[IPv4/IPv6 Static Routes]フィー
ルド

このフィールドは空欄のままにします。これは、クラスタ内インター
フェイスでのみ必要です。

[Cluster Link]フィールド

仮想アプライアンスには適用されないため、このフィールドは空白
のままにします。

[LACP Mode]フィールド

入力した値がウィザードによって検証され、正しくない値が含まれていた場合にはエラーメッセージ
が表示されます。エラーメッセージが表示された場合は、入力した値を確認します。[<< back]をク
リックすると再入力できます。

h) 次の表に示す NETWORK ADAPTER #2の設定値を入力し、[next>>]をクリックします。

クラスタ内インターフェイスの IPアドレスを入力します。これは必
須です。クラスタ内インターフェイスのアドレスは後で変更できな
いことに注意してください。

[Host IPv4/IPv6 Address]
フィールド

次のいずれかを実行します。

• IPv4アドレッシングを選択した場合は、ポートの IPアドレスの
ネットマスクを入力します。これは必須です。

• IPv6アドレッシングを選択した場合は、プレフィックス長（ビッ
ト単位）を入力します。有効な値の範囲は 10～ 127です。

[IPv4 Netmask/IPv6 Prefix
Length]フィールド

このフィールドは空欄のままにします。[Default Gateway IPv4/IPv6
Address]フィールド

このフィールドは空欄のままにします。[IPv4/IPv6 Static Routes]フィー
ルド

このインターフェイスがCatalyst Center on ESXiクラスタへのリンクで
あるとして設定するには、このチェックボックスをオンにします。
これは、クラスタ内インターフェイスでのみ必要です。

[Cluster Link]フィールド
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仮想アプライアンスには適用されないため、このフィールドは空白
のままにします。

[LACP Mode]フィールド

検証エラーが表示された場合は、修正してから続行します。ネットワークアダプタの設定がウィザー
ドによって検証され、適用されます。

i) 次の表に示す NETWORK ADAPTER #3の設定値を入力し、[next>>]をクリックします。
このインターフェイスを使用して、仮想アプライアンスの Catalyst Center on ESXi GUIにアクセスしま
す。

注

このウィザードページは、管理インターフェイス用に追加のネットワークアダプタをすでに設定し
ている場合にのみ表示されます。

管理インターフェイスの IPアドレスを入力します。これは、このイ
ンターフェイスを使用して管理ネットワークから Catalyst Center on
ESXiGUIにアクセスする場合にのみ必要です。それ以外の場合は、空
白のままにします。

[Host IPv4/IPv6 Address]
フィールド

IPアドレスを入力した場合は、次のいずれかを実行します。
• IPv4アドレッシングを選択した場合は、ポートの IPアドレスの
ネットマスクを入力します。これは必須です。

• IPv6アドレッシングを選択した場合は、プレフィックス長（ビッ
ト単位）を入力します。有効な値の範囲は 10～ 127です。

[IPv4 Netmask/IPv6 Prefix
Length]フィールド

インターフェイスに使用するデフォルトゲートウェイ IPアドレスを
入力します。

重要

アプライアンスの少なくとも 1つのインターフェイスに対してデ
フォルトゲートウェイ IPアドレスを入力してください。入力しな
いと、設定ウィザードを完了できません。

[Default Gateway IPv4/IPv6
Address]フィールド

1つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク
>/<ネットマスク>/<ゲートウェイ>の形式で入力します。

[IPv4/IPv6 Static Routes]フィー
ルド

このフィールドは空欄のままにします。これは、クラスタ内インター
フェイスでのみ必要です。

[Cluster Link]フィールド

検証エラーがある場合は、修正して続行します。ネットワークアダプタの設定がウィザードによって
検証され、適用されます。

j) [DNSConfiguration]ページで、優先DNSサーバーの IPアドレスを入力し、[next>>]をクリックします。
複数の DNSサーバを入力する場合には、リスト内の IPアドレスをスペースで区切ります。
重要
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• NTPの場合、Catalyst Center on ESXiと NTPサーバの間のポート 123（UDP）が開いていることを
確認します。

• 問題を防ぐため、仮想アプライアンス 1台に対して 3台以下の DNSサーバーを設定してくださ
い。

ウィザードが更新され、これまでに入力した設定を検証するためにコントローラをシャットダウンす
る必要があることが示されます。

k) 次のいずれかを実行します。
• 設定を変更する必要がある場合は、必要に応じて [<<back]をクリックし、必要な変更を加えてか
ら、このウィザードページに戻ります。

• 入力した設定に問題がなければ、[proceed>>]をクリックします。

l) 検証が正常に完了すると、[NETWORK PROXY]ウィザードページが開きます。[skip proxy>>]をクリッ
クして続行します。

m) [skip proxy validation>>]をクリックすることにより、ネットワークプロキシ設定をスキップすること
を確認します。

n) 次に、[MAGLEV CLUSTER DETAILS]ウィザードページで仮想アプライアンスの仮想 IPアドレスを入力
するように求められます。クラスタは Catalyst Center on ESXiではサポートされていないため、この
ページの [Cluster Virtual IP Address(s)]フィールドは空白のままにできます。
仮想アプライアンスの完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定することもできます。Catalyst Center on
ESXiは、このドメイン名を使用して次のタスクを実行します。
• 仮想アプライアンスのWebインターフェイスと、Catalyst Center on ESXiが管理するエンタープラ
イズネットワーク内のデバイスによって使用される Representational State Transfer（REST）APIに
アクセスします。

• Catalyst Center on ESXi証明書の [Subject Alternative Name（SAN）]フィールドで、FQDNを使用して、
デバイスのプロビジョニングに使用されるプラグアンドプレイサーバーを定義します。

必要な情報を入力したら [Next >>]をクリックして続行します。以前の画面でしたように、検証エ
ラーを修正します。

o) ウィザードの [USER ACCOUNT SETTINGS]ページで提供される設定値を入力し（次の表を参照）、
[next>>]をクリックします。

maglevユーザーのパスワードを入力して確認します。[Linux Password]フィールド

Linuxパスワードをもう一度入力して確認します。[Re-enter Linux Password]
フィールド

Linuxパスワードを自分で作成しない場合には、このフィールドにシー
ドフレーズを入力してから、[パスワードの生成（Generate
password）]を押してパスワードを生成します。

[Password Generation Seed]
フィールド

（オプション）シードフレーズは、ランダムで安全なパスワードの
一部として表示されます。必要に応じて、このパスワードを「その
まま」使用することも、この自動生成パスワードをさらに編集する
こともできます。

[<Use Generated Password>]を押してパスワードを保存します。

[Auto Generated Password]
フィールド
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必要な情報を入力したら、検証エラーを修正して続行します（必要な場合）。

p) ウィザードの [NTP SERVER SETTINGS]ページで提供される設定値を入力し（次の表を参照）、[next>>]
をクリックします。

1つまたは複数のNTPサーバアドレスまたはホスト名をスペースで区
切って入力します。1つ以上のNTPアドレスまたはホスト名が必要で
す。実稼働環境への展開では、少なくとも 3台の NTPサーバを設定
することを推奨します。

[NTP Server (NTPサーバ)]
フィールド

Catalyst Center on ESXiと同期する前に NTPサーバーの認証を有効にす
るには、このチェックボックスをオンにして、次の情報を入力しま
す。

• NTPサーバーのキー ID。有効な値の範囲は 1～ 4294967295
（2^32-1）です。
この値は、NTPサーバーのキーファイルで定義されているキー ID
に対応します。

• NTPサーバーのキー IDに関連付けられた SHA-1キー値。この 40
文字の16進文字列は、NTPサーバーのキーファイルにあります。

注

前のフィールドで構成した各 NTPサーバーのキー IDとキー値を入
力してください。

[NTP Authentication]チェック
ボックス

必要な情報を入力したら、検証エラーを修正して続行します（必要な場合）。

設定を適用する準備ができると、ウィザードにメッセージが表示されます。

q) ウィザードの [MAGLEV ADVANCED SETTINGS]ページで提供される設定値を入力し（次の表を参照）、
[next>>]をクリックします。

内部サービスを管理するために Catalyst Center on ESXiで使用する、
ルーティングされない専用の IPサブネット。デフォルトでは、これ
は 169.254.32.0/20にあらかじめ設定されています。このサブネッ
トを使用することをお勧めします。別のサブネットを入力する場合
は、Catalyst Center on ESXiで使用されている他の内部または外部ネッ
トワークサブネットと競合したり、重複したりしていないことを確
認してください。詳細については、『CatalystCenter Second-Generation
Appliance Installation Guide's』の「Required IP Addresses and Subnets」の
トピックにあるコンテナサブネットの説明を参照してください。

[Container Subnet]フィールド

内部クラスタサービスを管理するためにCatalyst Center on ESXiで使用
する、ルーティングされない専用の IPサブネット。デフォルトでは、
これは 169.254.48.0/20にあらかじめ設定されています。このサブ
ネットを使用することをお勧めします。別のサブネットを入力する
場合は、Catalyst Center on ESXiの内部ネットワークまたは任意の外部
ネットワークで使用されている他のサブネットと競合したり、重複
したりしていないことを確認してください。詳細については、
『Catalyst Center Second-Generation Appliance Installation Guide's』の
「Required IP Addresses and Subnets」のトピックにあるクラスタサブ
ネットの説明を参照してください。

[Cluster Subnet]フィールド
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必要な情報を入力したら、検証エラーを修正して続行します（必要な場合）。

ウィザードが設定を適用できる状態になったことを示す最終メッセージが表示されます。

r) 入力した設定を仮想アプライアンスに適用するには、[proceed>>]をクリックします。
設定プロセスの完了後に、仮想アプライアンスの電源を再投入すると、「CONFIGURATIONSUCCEEDED!」
というメッセージが表示されます。

仮想マシンが動作可能になるまでに約180～210分かかります。実際の時間は、使用可能な帯域幅、
RAM、ハードディスク容量、vCPUの数などによって異なります。vSphere Clientの [Recent Tasks]タブ
で進捗状況をモニターできます。

4. クイックスタートワークフローの完了（56ページ）。

                              

インストール構成ウィザードを使用すると、Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスをより簡単に設定で
きます。

ブラウザベースのインストール構成ウィザードを使用して仮想アプライアンスをできるだけ迅速に設定す
る必要があり、事前設定されたアプライアンス設定を使用しても問題ない場合は、次の手順を実行します。

重要

この手順の実行中に入力するすべての IPアドレスが有効な IPv4ネットマスクを持つ有効な IPv4アドレス
であることを確認してください。また、アドレスと対応するサブネットが重複していないことを確認し
てください。重複している場合、サービスの通信に問題が発生する可能性があります。

     

以下の必須情報を収集します。

• スタティック IPアドレス

• サブネットマスク

• デフォルトゲートウェイ

• DNSアドレス

• NTPサーバーの詳細

• プロキシサーバーの詳細

サポートされているブラウザを使用してください。展開の要件（7ページ）を参照してください。
次の手順で指定する DNSサーバーと Catalyst Center on ESXiの間のファイアウォールで ICMPを有効にしま
す。このウィザードでは、ユーザの指定するDNSサーバを pingで確認します。Catalyst Center on ESXiとDNS
サーバーの間のファイアウォールが ICMPを許可する設定になっていないと、pingがブロックされる可能性
があり、ウィザードを正常に完了できない場合があります。
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注

このウィザードを使用する場合、クラスタ内インターフェイスは事前設定されています。このインター
フェイスのデフォルト設定を使用しない場合は、ブラウザベースの詳細インストール構成ウィザードを
完了する必要があります。

  

1. 展開が完了したら、新しく作成した仮想マシンの電源をオンにします。
a) vSphere Web Clientで、仮想マシンを右クリックします。
b) [Power] > [Power On]を選択します。
仮想マシンは通常約 45分で使用可能になります。この時間は、帯域幅、RAM、ハードディスク容量、
および vCPUの数によって異なります。vSphere Clientの [Recent Tasks]タブで進捗状況をモニターできま
す。

2. 適切なリンクを選択して、リモートコンソールまたはWebコンソールを起動します。
3. インストール構成ウィザードを表示します。

a) [STATIC IP CONFIGURATION]ページで、次のいずれかのタスクを実行します。
• DHCPサーバーが IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを仮想アプライアン
スのエンタープライズインターフェイスに割り当てるようにするには、[skip>>]をクリックしま
す。

• 独自の IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを仮想アプライアンスのエン
タープライズインターフェイスに割り当てる場合は、次の表に記載されている情報を入力し、
[Configure]をクリックします。

注

[IPv6 Mode]チェックボックスは、拡張モードでのみ IPv6アドレッシングを有効にするためのもの
です。IPv4展開の場合は、このチェックボックスをオフにする必要があります。

IPv6アドレッシングを有効にする場合は、高度なインストール設定
ウィザードを使用して有効にする必要があります。IPv4アドレッシ
ングを使用するには、このチェックボックスをオフのままにします。

[IPv6Mode]チェックボックス

使用する静的 IPアドレスを入力します。[IP Address]フィールド

前のフィールドに指定した IPアドレスのネットマスクを入力します。
ネットマスクまたは CIDRアドレスのいずれかを入力できます。

[ネットマスク (Netmask)]
フィールド

トラフィックのルーティングに使用されるデフォルトゲートウェイ
を指定します。

[Default Gateway Address]
フィールド

このウィザードではスタティックルートの設定ができないため、[Static
Routes]フィールドは空欄のままにします。

[Static Routes]フィールド
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[Web Installation]フィールドに表示されている URLを書き留めます。この URLは次のステップで必要
になります。

b) [Static IP Configuration]ページに表示された URLを開きます。
c) [Start a Catalyst Center Virtual Appliance]オプションボタンをクリックし、[Next]をクリックします。
d) [Install]オプションボタンをクリックし、[Start]をクリックします。

[Overview]スライダが開きます。[>]をクリックして、ウィザードで実行するタスクの概要を表示しま
す。

e) [Start Workflow]をクリックしてウィザードを起動します。
[Virtual Appliance Interfaces]ページが開きます。

4. インストール構成ウィザードを完了することにより、仮想アプライアンスを設定します。
a) [Next]をクリックします。

[DNS Configuration]ページが開きます。

b) [DNS]フィールドに、優先 DNSサーバーの IPアドレスを入力します。追加の DNSサーバーを入力す
るには、[Add]（+）アイコンをクリックします。
重要

最大 3つの DNSサーバーを設定できます。問題を防ぐため、アプライアンス 1台に対して 3台以
下の DNSサーバーを設定してください。

c) [Next]をクリックします。
[Configure Proxy Server Information]ページが開きます。

d) 次のいずれか 1つのタスクを実行します。
• ネットワークでプロキシサーバーを使用しないでインターネットにアクセスする場合は、[No]オ
プションボタンをクリックし、[Next]をクリックします。

• ネットワークでプロキシサーバーを使用してインターネットにアクセスする場合は、この表に示
す値を入力し、[Next]をクリックします。

インターネットにアクセスするHTTPSネットワークプロキシのURLまたはホス
ト名を入力します。

注

Catalyst Center on ESXiから HTTPSプロキシへの接続は、このリリースの HTTP
経由のみでサポートされます。

[プロキシサーバ
（Proxy Server）]
フィールド

アプライアンスがネットワークプロキシにアクセスするために使用したポート
を入力します。

[Port]フィールド

ネットワークプロキシへのアクセスに使用するユーザー名を入力します。プロ
キシログインが必要ない場合には、このフィールドを空白のままにします。

[Username]フィー
ルド

ネットワークプロキシへのアクセスに使用するパスワードを入力します。プロ
キシログインが必要ない場合には、このフィールドを空白のままにします。

Passwordフィール
ド
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ウィザードの [Advanced Appliance Settings]ページが開きます。

e) アプライアンスの構成値を入力し、[Next]をクリックします。

クラスタ仮想 IPアドレス

エンタープライズインターフェイスに設定されている仮想 IPアドレ
スを入力します。管理インターフェイスの仮想 IPアドレスを設定し
た場合は、そのアドレスも入力します（カンマを使用して 2つの IP
アドレスを区切ります）。

[EnterpriseNetwork]および [For
Intracluster Access]フィール
ドからアクセスする場合

仮想アプライアンスの完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定すること
もできます。Catalyst Center on ESXiは、このドメイン名を使用して次
のタスクを実行します。

• このホスト名を使用して、仮想アプライアンスのWebインター
フェイスと、エンタープライズネットワーク内で Catalyst Center
on ESXiが管理するデバイスによって使用される Representational
State Transfer（REST）APIにアクセスします。

• Catalyst Center on ESXi証明書の [Subject Alternative Name（SAN）]
フィールドで、FQDNを使用して、デバイスのプロビジョニング
に使用されるプラグアンドプレイサーバが定義されます。

[Fully Qualified Domain Name
(FQDN) ]フィールド

NTPサーバー設定

少なくとも 1つの NTPサーバーアドレスまたはホスト名を入力しま
す。追加の NTPサーバーアドレスまたはホスト名を入力するには、
[Add]（+）アイコンをクリックします。
実稼働環境への展開では、少なくとも 3台の NTPサーバーを設定す
ることをお勧めします。

[NTP Server]フィールド

Catalyst Center on ESXiと同期する前に NTPサーバーの認証を有効にす
るには、このチェックボックスをオンにして、次の情報を入力しま
す。

• NTPサーバーのキー ID。有効な値の範囲は 1～ 4294967295
（2^32-1）です。
この値は、NTPサーバーのキーファイルで定義されているキー ID
に対応します。

• NTPサーバーのキー IDに関連付けられた SHA-1キー値。この 40
文字の16進文字列は、NTPサーバーのキーファイルにあります。

注

前のフィールドで構成した各 NTPサーバーのキー IDとキー値を入
力してください。

[Turn on NTP Authentication]
チェックボックス

サブネット設定
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内部サービスを管理するために Catalyst Center on ESXiで使用する、
ルーティングされない専用の IPサブネット。デフォルトでは、これ
は169.254.32.0/20に設定されているため、別のサブネットは入力で
きません。

[Container Subnet]フィールド

内部クラスタサービスを管理するためにCatalyst Center on ESXiで使用
する、ルーティングされない専用の IPサブネット。デフォルトでは、
これは169.254.48.0/20に設定されているため、別のサブネットは入
力できません。

[Cluster Subnet]フィールド

[Enter CLI Password]ページが開きます。

f) maglevユーザーのパスワードを入力して確認した後、[Next]をクリックします。

これは、仮想アプライアンスの設定後に初めてCatalyst Center on ESXiにログインするときに使用する
パスワードです。ログインすると、（セキュリティ対策として）新しい管理者ユーザーを設定するよ
うに求められます。「クイックスタートワークフローの完了（56ページ）」を参照してください。
入力した情報がウィザードで検証され、ウィザードの操作を続行する前に変更の必要な設定があれ
ば、通知されます。入力した設定が有効な場合、ウィザードの [Summary]ページが開きます。

注

アプライアンスの設定をJSONファイルとしてダウンロードするには、対応するリンクをクリック
します。

g) 画面の下部までスクロールし、ウィザードの完了時に入力したすべての設定を確認します。設定を更
新するには、関連する [Edit]リンクをクリックします。

h) Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスの設定を完了するには、[Start Configuration]をクリックしま
す。

プロセス中もウィザード画面が継続的に更新され、実行中のタスクとその進行状況、エラーが表示さ
れます。この情報のローカルコピーをテキストファイルとして保存するには、[Download]アイコンを
クリックします。

5. アプライアンスの設定が完了したら、コピーアイコンをクリックして、デフォルトの管理者スーパー
ユーザーパスワードをコピーします。

重要

インストール構成ウィザードを完了すると、Catalyst Center on ESXiはこのパスワードを自動的に設定
します。続行する前に、必ずコピーアイコンをクリックしてください。クリックしないと、Catalyst
Center on ESXiへの最初のログインができません。
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注

セキュリティ対策として、ログイン後にこのパスワードを変更するよう求められます。詳細について
は、クイックスタートワークフローの完了（56ページ）を参照してください。

                                

このガイドでは、詳細インストール構成ウィザードを使用して仮想アプライアンスを設定する方法につい
て説明します。

ブラウザベースの詳細インストール構成ウィザードを使用して仮想アプライアンスを設定し、事前設定さ
れたアプライアンス設定とは異なる設定にする場合は、次の手順を実行します。

重要

正しい IPv4サブネットマスクを持つ有効な IPv4アドレスのみを入力してください。アドレスと対応する
サブネットが重複していないことを確認します。サブネットが重複すると、サービスの通信に問題が発
生する場合があります。

     

次の情報を収集します。

• スタティック IPアドレス

• サブネットマスク

• デフォルトゲートウェイ

• DNSアドレス

• NTPサーバーの詳細

• プロキシサーバーの詳細

サポート対象のブラウザを使用していることを確認します。詳細については、展開の要件（7ページ）を
参照してください。

次の手順で指定するデフォルトゲートウェイおよび DNSサーバーと Catalyst Center on ESXiの間のファイア
ウォールで ICMPが有効になっていることを確認します。ウィザードでは、ユーザの指定するDNSサーバを
pingで確認します。ファイアウォールが配置されており、そのファイアウォールで ICMPが許容されていな
い場合、この pingがブロックされる可能性があります。ブロックされた場合、ウィザードを完了できませ
ん。

  

1. 展開が完了したら、新しい仮想マシンの電源をオンにします。
a) vSphere Web Clientで、仮想マシンを右クリックします。
b) [Power] > [Power On]を選択します。
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仮想マシンが動作可能になるまでに約90～120分かかります。合計時間は、使用可能な帯域幅、RAM、
ハードディスク容量、vCPUの数によって異なります。vSphere Clientの [最近のタスク（Recent Tasks）]
タブで進行状況をモニターします。

2. リモートコンソールまたはWebコンソールのリンクをクリックして起動します。
3. 詳細インストール構成ウィザードを表示します。

a) [STATIC IP CONFIGURATION]ページで、次のいずれかのタスクを実行します。
• DHCPサーバーが IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを仮想アプライアン
スのエンタープライズインターフェイスに割り当てるようにするには、[skip>>]をクリックしま
す。

• 独自の IPアドレス、サブネットマスク、デフォルトゲートウェイを仮想アプライアンスのエン
タープライズインターフェイスに割り当てる場合は、次の表に記載されている情報を入力し、
[Configure]をクリックします。

説明オプション

IPv6アドレスを使用する場合は、このチェックボックスをオンにし
ます。代わりに IPv4アドレスを使用する場合は、このチェックボッ
クスを空白のままにします。

[IPv6Mode]チェックボックス

使用する静的 IPアドレスを入力します。[IP Address]フィールド

前のフィールドに指定した IPアドレスのネットマスクを入力します。
• IPv4アドレスを入力した場合は、ネットマスクまたはCIDRアドレ
スのいずれかを入力できます。

• IPv6アドレスを入力した場合は、CIDRアドレスのみを入力できま
す。

[ネットマスク (Netmask)]
フィールド

トラフィックのルーティングに使用されるデフォルトゲートウェイ
を指定します。

[Default Gateway Address]
フィールド

1つ以上のスタティックルートをスペースで区切り、<ネットワーク
>/<ネットマスク>/<ゲートウェイ>の形式で入力します。これは、通
常、管理インターフェイスでのみ必要です。

[Static Routes]フィールド

[Webインストール（Web Installation）]フィールドに記載されている URLをメモします。この URLは
次のステップで必要になります。

b) [Static IP Configuration]ページに表示された URLを開きます。
c) [Start a Catalyst Center Virtual Appliance]オプションボタンをクリックし、[Next]をクリックします。
d) [Advanced Install]オプションボタンをクリックし、[Start]をクリックします。

[Advanced Install Overview]スライダが開きます。[>]をクリックして、ウィザードで実行するタスクの
概要を表示します。

e) [Start Workflow]をクリックしてウィザードを起動します。
[Virtual Appliance Interface Overview]ページが開き、設定可能な 4つのアプライアンスインターフェイ
スの説明が表示されます。

4. 詳細インストール構成ウィザードを完了することにより、仮想アプライアンスを設定します。
a) [Next]をクリックします。

[How would you like to set up your appliance interfaces?]ページが開きます
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ネットワークがファイアウォールの背後にある場合は、次のアクションを実行します。

• [これらURLへのアクセスを許可（allow access to these URLs）]リンクをクリックすると、Catalyst
Center on ESXiがアクセスする必要がある URLが一覧表示されたウィンドウが開きます。

• [これらのポートを開く（open these ports）]リンクをクリックすると、Catalyst Center on ESXiに必
要なネットワークサービスポートが一覧表示されたウィンドウが開きます。

デフォルトでは、[EnterpriseNetwork Interface]チェックボックスがすでにオンになっています。また、
[STATIC IP CONFIGURATION]ページで入力した値も事前に入力されています。

b) 使用するアプライアンスインターフェイスごとに次の手順を実行し、[次へ（Next）]をクリックしま
す。

• 対応するチェックボックスをオンにして、適切な設定値を入力します。

• 必要に応じて、対応する [Add/EditStaticRoute]リンクをクリックし、スタティックルートを設定し
ます。必要に応じて [+]をクリックし、追加のルートを設定します。完了したら、[Add]をクリッ
クします。

[DNS Configuration]画面が開きます。

c) 優先 DNSサーバーの IPアドレスを入力して、[Next]をクリックします。追加の DNSサーバーを入力
するには、[Add]（+）アイコンをクリックします。
重要

• クラスタ内の各ノードに対して、最大 3つの DNSサーバーを設定します。1台のアプライアン
スに対して 4台以上の DNSサーバーを設定すると、問題が発生する可能性があります。

• NTPの場合、Catalyst Center on ESXiと NTPサーバーの間のポート 123（UDP）が開いていること
を確認します。

[Configure Proxy Server Information]画面が開きます。

d) 次のいずれかの手順を実行して、[Next]をクリックします。
• ネットワークでプロキシサーバーを使用しないでインターネットにアクセスする場合は、[No]オ
プションボタンをクリックします。

• ネットワークでプロキシサーバーを使用してインターネットにアクセスする場合は、次の表に示
す値を入力します。

説明フィールド

インターネットにアクセスする HTTPSネットワークプロキシの URL
またはホスト名を入力します。

注

Catalyst Center on ESXiから HTTPSプロキシへの接続は、このリリー
スの HTTP経由のみでサポートされます。

[Proxy Server]

アプライアンスがネットワークプロキシにアクセスするために使用
したポートを入力します。

Port
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説明フィールド

ネットワークプロキシへのアクセスに使用するユーザー名を入力し
ます。プロキシログインが必要ない場合には、このフィールドを空
白のままにします。

Username

ネットワークプロキシへのアクセスに使用するパスワードを入力し
ます。プロキシログインが必要ない場合には、このフィールドを空
白のままにします。

Password

ウィザードが入力した情報を確認し、続行する前に変更が必要な設定を表示します。入力した設定が
有効で、ポートが稼働している場合は、ウィザードの [詳細アプライアンス設定（AdvancedAppliance
Settings）]画面が開きます。

e) アプライアンスの構成値を入力し、[Next]をクリックします。

説明オプション

クラスタ仮想 IPアドレス

エンタープライズインターフェイスに設定され
ている仮想 IPアドレスを入力します。管理イン
ターフェイスの仮想 IPアドレスを設定した場合
は、そのアドレスも入力します（カンマを使用し
て 2つの IPアドレスを区切ります）。

[Enterprise Network]および [For Intracluster Access]
フィールドからアクセスする場合

仮想アプライアンスの完全修飾ドメイン名
（FQDN）を指定することもできます。Catalyst
Center on ESXiは、このドメイン名を使用して次
のタスクを実行します。

• このホスト名を使用して、仮想アプライアン
スのWebインターフェイスと、Catalyst Center
on ESXiが管理するエンタープライズネット
ワーク内のデバイスによって使用される
Representational State Transfer（REST）APIにア
クセスします。

• Catalyst Center on ESXi証明書の [Subject
Alternative Name（SAN）]フィールドで、FQDN
を使用して、デバイスのプロビジョニングに
使用されるプラグアンドプレイサーバが定
義されます。

[Fully Qualified Domain Name (FQDN) ]フィールド

NTPサーバー設定

少なくとも 1つの NTPサーバーアドレスまたは
ホスト名を入力します。追加の NTPサーバーア
ドレスまたはホスト名を入力するには、[Add]
（+）アイコンをクリックします。
実稼働環境への展開では、少なくとも3台のNTP
サーバを設定するようお勧めします。

[NTP Server]フィールド

Cisco Catalyst Center | Updated March 18, 2026

| Catalyst Center on ESXiのセットアップ | 41



説明オプション

NTPサーバーが同期する前に Catalyst Center on
ESXiNTPサーバーの認証を有効にするには、この
チェックボックスをオンにして、次の情報を入力
します。

• NTPサーバーのキー ID。有効な値の範囲は 1
～ 4294967295（2^32-1）です。
この値は、NTPサーバーのキーファイルで定
義されているキー IDに対応します。

• NTPサーバーのキー IDに関連付けられた
SHA-1キー値。この 40文字の 16進文字列
は、NTPサーバーのキーファイルにあります。

注

前のフィールドで構成した各 NTPサーバーの
キー IDとキー値を入力してください。

[Turn On NTP Authentication]チェックボックス

サブネット設定

内部サービスを管理するために Catalyst Center on
ESXiで使用する、ルーティングされない専用の
IPサブネット。デフォルトでは、これは
169.254.32.0/20にあらかじめ設定されていま
す。このサブネットを使用することをお勧めしま
す。

[Container Subnet]フィールド

内部クラスタサービスを管理するために Catalyst
Center on ESXiで使用する、ルーティングされな
い専用の IPサブネット。デフォルトでは、これ
は 169.254.48.0/20にあらかじめ設定されてい
ます。このサブネットを使用することをお勧めし
ます。

[Cluster Subnet]フィールド

[Enter CLI Password]ページが開きます。

f) maglevユーザーのパスワードを入力して確認した後、[Next]をクリックします。

入力した情報がウィザードで検証され、変更の必要な設定があれば、ウィザードの操作を続行する前
に通知されます。入力した設定が有効な場合、ウィザードの [Summary]ページが開きます。
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注

アプライアンスの設定をJSONファイルとしてダウンロードするには、対応するリンクをクリック
します。

g) 画面の下部までスクロールし、ウィザードの完了時に入力したすべての設定を確認します。必要に応
じて、適切な [Edit]リンクをクリックして、更新を行うウィザード画面を開きます。

h) Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスの設定を完了するには、[Start Configuration]をクリックしま
す。

プロセス中もウィザード画面が更新され、実行中のタスクとその進行状況、エラーが表示されます。
この情報をテキストファイルとして保存するには、[ダウンロード（Download）]リンクをクリックし
ます。

仮想マシンは 180～ 210分で使用可能になります。この時間は、使用可能な帯域幅、RAM、ハード
ディスク容量、vCPUの数によって異なります。vSphere Clientの [Recent Tasks]タブで進捗状況をモニ
ターできます。

5. アプライアンスの設定が完了したら、コピーアイコンをクリックして、デフォルトの管理者スーパー
ユーザーパスワードをコピーします。

サービスが安定してユーザーインターフェイスにログインできるようになるまで 15～ 30分かかる場合
があります。

重要

インストール構成ウィザードを完了すると、Catalyst Center on ESXiはこのパスワードを自動的に設定
します。続行する前に、必ずコピーアイコンをクリックしてください。クリックしないと、Catalyst
Center on ESXiへの最初のログインができません。

注

セキュリティ対策として、ログイン後にこのパスワードを変更するよう求められます。詳細について
は、クイックスタートワークフローの完了（56ページ）を参照してください。

         CC VA                      

インタラクティブ CC VAランチャーを使用した仮想アプライアンスの設定方法について説明します。

CC VAランチャを使用して Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスを設定するには、次の手順を実行しま
す。
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注

CC VAランチャは、デフォルトのルートディレクトリ内のすべての VM展開をプロビジョニングします
が、ユーザー定義のフォルダへの VMの展開はサポートしていません。

  

1. シスコのソフトウェアダウンロードサイトに移動して、CatalystCenter on ESXiOVAファイルをダウンロー
ドします。

2. 同じ場所から CC VAランチャバンドル（CatC-SW-Launcher-<release number>-VA.tar.gz）をダウンロード
して解凍します。

バンドルには次のファイルが含まれています。

• ランチャアプリケーション：dnac-esxi-launcher

• 単一ネットワークインターフェイスコントローラ（NIC）展開用の構成ファイル：config.json

• デュアルネットワークインターフェイスコントローラ（NIC）展開用の構成ファイル：
config_dual_nic.json

• ロガー構成ファイル：log_config.json

• ライセンス：LICENSE

3. オペレーティングシステムに固有のコマンドを入力して、CC VAランチャーをインタラクティブモード
で起動します。

• macOS：./dnac-esxi-launcher

• Microsoft Windows：dnac-esxi-launcher.exe

• Linux：./dnac-esxi-launcher

4. CC VAランチャーを完了します。
a) 仮想アプライアンスを展開するホスト/vCenterサーバーの IPアドレス、ログイン情報、および SSL
ポート番号を入力します。

ランチャーはホスト/vCenterサーバーとの接続を確認します。

b) Catalyst Center on ESXi OVAファイルへのパスを入力します。
Microsoft Windowsパスを指定する場合は、デリミタとして「\\」を使用します。パスは次のようにな
ります。C:\\Users\\dnac\\downloads\\esxi_10.ova

c) 作成する仮想マシンの名前を入力します。
d) 仮想ディスクが使用するプロビジョニング形式を選択し、Enterを押します。
シンプロビジョニング形式とシックプロビジョニング形式の両方がサポートされています。デフォル
トはシックプロビジョニング形式です。
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注

NFSデータストアのシックプロビジョニングは、ストレージベンダーが許可している場合にのみサ
ポートされます。許可していない場合、システムはインポート時にデータストアのデフォルトのプ
ロビジョニング形式を使用します。

e) 次のいずれかの検出モードを選択し、Enterを押します。

注

この手順は、スタンドアロン ESXiホストには適用されません。ステップ 4hに進みます。

• [Discover all VMware Datacenters]：選択すると、アクセス権があり、Catalyst Center on ESXiのメモ
リ、CPU予約、およびディスク容量の要件を満たすデータセンターのみがリストされます。

• [List all available VMware Datacenters]：選択すると、使用可能なすべてのデータセンターがリストさ
れます。

f) 使用するデータセンターを選択し、Enterを押します。
検出時間は、ネットワーク速度と、ホスト、クラスタ、仮想マシン、またはデータストアの数によっ
て異なります。

g) クラスタまたは直接接続されたホストが使用可能な場合は、対応する展開ターゲットオプションを選
択するように求められます。

• クラスタオプションを選択した場合は、適切なクラスタとその予約されていないリソースがリス
トされます。使用するクラスタを指定し、ステップ 4hに進みます。

注

選択したクラスタで vSphere HAが有効になっていない場合は、警告メッセージが、クラスタの
分散リソーススケジューラ（DRS）のステータスとともに表示されます。

• 直接接続ホストオプションを選択した場合（またはクラスタオプションを選択し、DRSが無効に
なっている場合）、適切なホストがリストされます。使用するホストを指定し、ステップ4hに進
みます。
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注

DRSが有効になっていて、リソースプールが見つかった場合は、展開でのリソースプールの使
用を確認するように求められます。

h) 以前に選択したディスクプロビジョニング形式に基づいて、使用可能な適切なデータストアがリスト
されます。使用するデータストアを指定します。

注

NFSデータストアの場合、シックプロビジョニングは、基盤となるストレージベンダーがサポート
している場合にのみサポートされます。そうでない場合は、データストアのデフォルトのプロビ
ジョニングがインポート時に選択されます。

i) yまたは nを入力して、仮想アプライアンスの管理インターフェイスを設定するかどうかを指定しま
す。

使用可能なネットワークのリストが表示されます。

j) アプライアンスのエンタープライズインターフェイスに使用するネットワークを選択します。
前の手順でyを選択した場合、アプライアンスの管理インターフェイスに使用するネットワークを選
択します。

k) エンタープライズインターフェイスの IPアドレスおよびサブネットマスクを入力します。
• エンタープライズインターフェイスのみを設定する場合（ステップ4iでnを入力）、エンタープ
ライズインターフェイスで使用するゲートウェイの IPアドレスを入力します。

• ステップ 4iで yを入力した場合は、yと入力して、エンタープライズインターフェイスが使用す
るデフォルトゲートウェイを設定します。

注

デフォルトゲートウェイは、アプライアンスのインターフェイスの 1つに対してのみ設定できま
す。管理インターフェイスでデフォルトゲートウェイを設定する場合は、nと入力します。

l) yまたは nを入力して、エンタープライズインターフェイスのスタティックルートを設定するかど
うかを指定します。

yと入力した場合は、設定するスタティックルートの数を入力します。また、各ルートを次の形式で
入力します：<network>/<netmask>/<gateway>。

m) （ステップ 4iで yと入力して）アプライアンスの管理インターフェイスを設定することを選択した
場合は、その IPアドレスとサブネットマスクを入力します。

n) ステップ 4kで nを入力した場合は、管理インターフェイスが使用するデフォルトゲートウェイを入
力します。
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o) yまたはnを入力して、管理インターフェイスのスタティックルートを設定するかどうかを指定しま
す。

yと入力した場合は、設定するスタティックルートの数を入力します。また、各ルートを次の形式で
入力します：<network>/<netmask>/<gateway>。

p) yまたは nを入力して、プロキシサーバーを設定するかどうかを指定します。

注

HTTPプロキシサーバーのみがサポートされています。

q) 前の手順で yを入力した場合は、yまたは nを入力して、プロキシサーバーに対して認証が有効に
なっているかどうかを指定します。

r) yを入力した場合は、プロキシサーバーのログイン情報を入力します。
s) 設定する DNSサーバーの数を入力します。
少なくとも 1台のサーバーを設定する必要があり、最大 3台を設定できます。プロンプトが表示さ
れたら、設定する DNSサーバーの IPアドレスを入力します。

t) 設定する NTPサーバーの数を入力します。
少なくとも 1台のサーバーを設定する必要があり、最大 3台を設定できます。プロンプトが表示さ
れたら、設定する NTPサーバーの IPアドレスを入力します。

u) yまたは nを入力して、完全修飾ドメイン名（FQDN）を設定するかどうかを指定します。
yと入力した場合は、適切な FQDNを入力します。

注

FQDNにはハイフン以外の特殊文字を含めることはできません。

v) Maglevユーザーのパスワードを入力して確認します。このパスワードを使用してシェルにアクセス
し、SSHアクセスを有効にします。
パスワードは次の要件を満たす必要があります。

• 8文字以上とすること。

• タブや改行を含まないこと。

• 次のうち少なくとも 3つのカテゴリの文字を含むこと。
• 大文字の英字（A～ Z）

• 小文字の英字（a～ z）

• 数字（0～ 9）

• 特殊文字（!や #など）

設定の概要が表示されます。

w) 「y」と入力して、展開および設定プロセスを開始します。
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ランチャが次のタスクを実行します。

1. OVAファイルをインポートします。

2. 管理インターフェイスの設定を選択した場合は、仮想マシンにインターフェイスを追加します。

3. Catalyst Center on ESXiのネットワーク設定を仮想マシンに適用します。

4. [Enable Storage I/OControl and statistics collection]オプションが有効になっているかどうかを確認し、
有効になっていない場合はメッセージを表示します。

5. 展開された仮想マシンの電源をオンにします。

注

展開の完了に必要な時間は、使用可能なネットワーク帯域幅とデータストアのスループットによっ
て異なります。

5. Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスの電源がオンになったら、その仮想アプライアンスを展開し
たホスト/vCenterサーバーにログインします。仮想アプライアンスの VMwareコンソールを開きます。
仮想アプライアンスが起動すると、ターミナルシェルが開くまで最大 60分かかります。

6. ステップ 4vで入力した Maglevパスワードを使用してログインします。
デフォルトのユーザー名はmaglevです。

7. すべての Catalyst Center on ESXiサービスが実行されているときに、サポートされているブラウザを使用
し、先ほど指定したIPアドレスを使用してエンタープライズインターフェイスにアクセスします。管理
インターフェイスを設定した場合は、その IPアドレスを使用します。

8. Catalyst Center on ESXi GUIで求められたら、デフォルトのログイン情報（admin/P@ssword9）を入力して
ログインします。

CC VA                               

CC VAランチャーをサイレントモードで使用した仮想アプライアンスの設定方法について説明します。

CC VAランチャのサイレントモードを使用して、config.jsonファイルで指定された設定で Catalyst Center on
ESXi仮想アプライアンスを展開します。このモードは、展開の自動化ワークフローにランチャーを統合す
る場合に便利です。ランチャのサイレントモードを使用して仮想アプライアンスを設定するには、次の手
順を実行します。
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注

CC VAランチャは、デフォルトのルートディレクトリ内のすべての VM展開をプロビジョニングします
が、ユーザー定義のフォルダへの VMの展開はサポートしていません。

  

1. シスコのソフトウェアダウンロードサイトに移動して、CatalystCenter on ESXiOVAファイルをダウンロー
ドします。

2. 同じ場所からランチャバンドル（CatC-SW-Launcher-<release number>-VA.tar.gz）をダウンロードして解
凍します。

バンドルには、次のファイルが含まれています。

• ランチャアプリケーション：dnac-esxi-launcher

• エンタープライズインターフェイスのみを設定する場合の構成ファイル：config.json

• エンタープライズインターフェイスと管理インターフェイスの両方を設定する場合の構成ファイル：
config_dual_nic.json

• ロガー構成ファイル：log_config.json

• ライセンス：LICENSE

3. CCVAランチャーバンドルファイルが解凍されたディレクトリに移動し、構成ファイルをテキストエディ
タで開きます。

• 単一の NIC展開で、アプライアンスのエンタープライズインターフェイスのみを設定する場合は、
config.jsonを開きます。

• アプライアンスのエンタープライズインターフェイスと管理インターフェイスを設定するデュアル
NIC展開の場合は、config_dual_nic.jsonを開きます。

4. 構成ファイルで提供されるパラメータについては、展開に固有の値を入力します。
詳細については、設定ファイルのパラメータ（51ページ）を参照してください。

注

使用しないオプションパラメータについては、空の文字列（""）を入力します。たとえば、仮想アプ
ライアンスの FQDNを指定しない場合、エントリは次のようになります。"fqdn": ""

5. 構成ファイルで指定した値を使用して、CC VAランチャを実行します。
a. 必要に応じて、ランチャーバンドルファイルが解凍されたディレクトリに戻ります。

b. オペレーティングシステムに固有のコマンドを入力します。
• macOS：./dnac-esxi-launcher -c configuration-filename -u vCenter-or-host-username -p

vCenter-or-host-password -l Maglev-password --proxy_user proxy-username --proxy_password
proxy-password
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• Microsoft Windows：dnac-esxi-launcher.exe -c configuration-filename -u vCenter-or-host-username -p
vCenter-or-host-password -l Maglev-password --proxy_user proxy-username --proxy_password
proxy-password

• Linux：./dnac-esxi-launcher -c configuration-filename -u vCenter-or-host-username -p
vCenter-or-host-password -l Maglev-password --proxy_user proxy-username --proxy_password
proxy-password

注

• ホストまたはvCenterサーバーが自己署名証明書を使用してインストールされている場合は、次
のコマンドを入力してSSL証明書の検証をスキップします。./dnac-esxi-launcher config.json -d -u
vCenter-or-host-username -p vCenter-or-host-password -l Maglev-password（単一 NIC展開）または
./dnac-esxi-launcher config_dual_nic.json -d -u vCenter-or-host-username -p vCenter-or-host-password
-l Maglev-password（デュアル NIC展開）

• --proxy_userおよび--proxy_passwordパラメータはオプションであり、認証ベースのプロ
キシが使用されている場合にのみ入力する必要があります。

• このコマンドで指定するパスワードのいずれかに OS固有の特殊文字が含まれている場合は、
エスケープシーケンスとして入力することを推奨します。エスケープシーケンスは、バックス
ラッシュ（\）の後に文字または対応する 8進または 16進数を続けたものです。

CC VAランチャが起動すると、次のタスクを実行します。
• ホストまたは vCenterサーバーとの接続を確認する

• ターゲット環境と設定パラメータを検証する

• 検証が成功したら、設定の概要を表示する

• OVAファイルをインポートする

• 管理インターフェイスの設定が選択されている場合は、このインターフェイスをインポートされた仮
想マシンに追加する

• Catalyst Center on ESXiのネットワーク設定を仮想マシンに適用する

• [Enable Storage I/O Control and statistics collection]オプションが有効になっているかどうかを確認し、有
効になっていない場合はメッセージを表示する

• 展開された仮想マシンの電源をオンにします。

展開にかかる時間は、使用可能なネットワーク帯域幅とターゲットデータストアのスループットによっ
て異なります。

6. 仮想アプライアンスの電源がオンになったら、ホスト/vCenterサーバーのログイン情報を入力し、アプ
ライアンスの VMwareコンソールを開きます。
端末シェルが開くまでに最大 1時間かかることがあります。

7. ステップ 5で指定したユーザー名とパスワードとしてmaglevを使用してログインします。
8. Catalyst Center on ESXiサービスが起動したら、サポートされているブラウザを使用して、構成ファイル
でエンタープライズインターフェイスに指定した IPアドレスを開きます。

9. ユーザー名に admin、パスワードに P@ssword9を使用してログインします。
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次の表は、config.jsonファイルで値を入力する必要があるパラメータを示しています。

注

使用しないオプションパラメータについては、空の文字列（""）を入力します。たとえば、仮想アプラ
イアンスの完全修飾ドメイン名（FQDN）を指定しない場合、エントリは次のようになります。"fqdn":
""

説明設定パラメータカテゴリ

オープン仮想アプライアンス（OVA）がインポートされる
vCenterまたはスタンドアロン ESXiホストの IPアドレスま
たは FQDN。

注

vCenterによって管理されているホストは指定できませ
ん。

IP（ip）2
ホスト/vCenter情報
（host_info）

vCenterまたは ESXiホストで HTTPSが設定されているポー
ト。デフォルトのポートは 443です。

SSLポート（ssl_port）1

2
必須パラメータ
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説明設定パラメータカテゴリ

Catalyst Center on ESXi OVAファイルがダウンロードされた
ディレクトリ。

注

Microsoft Windowsパスを指定する場合は、デリミタとし
て二重バックスラッシュを使用します。パスは次の例の
ようになります。
C:\\Users\\dnac\\downloads\\esxi_10.ova

OVAファイルのパス
（ova_path）1

インポート設定
（import_info）

VMの名前。仮想マシン（VM）名
（vm_name）1

仮想アプライアンス OVAファイルのインポート先となる
データセンターの名前。このパラメータは、スタンドアロ
ン ESXiホストの展開には適用されません。

データセンター
（data_center）3

仮想マシンが存在するクラスタの名前。クラスタ名（cluster）4

インポートされた VMを配置する必要があるリソースプー
ル。このパラメータは、ESXiホストの展開には適用されま
せん。

リソースプール
（resource_pool）3

VMを配置する必要がある ESXiホスト（vCenterによって管
理）。このパラメータは、スタンドアロン ESXiホストの展
開には適用されません。

ホスト名（host_name）2

VMDKおよびその他のサポートファイルを配置する必要があ
るデータストアの名前。

データベース（datastore）1

仮想ディスクのプロビジョニング形式。シックプロビジョ
ニング形式がデフォルトで設定されていますが、シンプロ
ビジョニング形式とシックプロビジョニング形式の両方が
サポートされています。

ディスクのプロビジョニング
（disk_provision）1

仮想マシンのエンタープライズネットワークにマッピング
されるホストネットワークの名前。

エンタープライズネットワー
ク（network:
enterprise_network）1

CatalystCenter on ESXiのグラフィカルユーザーインターフェ
イス（GUI）へのアクセスに使用される、仮想マシンの管理
ネットワークにマッピングされるホストネットワークの名
前。

管理ネットワーク（network:
management_network）5

3 vCenter Serverにのみ適用される必須のパラメータ
4 vCenterにのみ適用され、スタンドアロン ESXiホストには適用されないオプションのパラメータ
5
デュアル NIC展開にのみ適用される必須パラメータ
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説明設定パラメータカテゴリ

仮想アプライアンスのエンタープライズネットワークイン
ターフェイスの IPアドレス。

IPアドレス（address）1Catalyst Center on ESXi設定情
報（dnac_info）

仮想アプライアンスのエンタープライズネットワークイン
ターフェイスのサブネットマスク。

サブネットマスク
（netmask）1

エンタープライズネットワークインターフェイスのゲート
ウェイの IPアドレス。

ゲートウェイ（gateway）1
、

6

エンタープライズインターフェイスのスタティックルー
ト。次の形式でルートを入力します。
<network-IP-address>/<netmask>/<gateway-IP-address>。複数
のルートを指定する場合は、カンマ（,）で区切ります。

ルート（routes）5

仮想アプライアンスの管理インターフェイスの IPアドレ
ス。

IPアドレス（address）4

仮想アプライアンスの管理ネットワークインターフェイス
のサブネットマスク。

サブネットマスク
（netmask）4

管理ネットワークインターフェイスのゲートウェイの IPア
ドレス。

ゲートウェイ（gateway）1
、

5

管理インターフェイスのスタティックルート。次の形式で
ルートを入力します。
<network-IP-address>/<netmask>/<gateway-IP-address>。複数
のルートを指定する場合は、カンマ（,）で区切ります。

ルート（routes）5

仮想アプライアンスが使用する DNSサーバー。少なくとも
1つのサーバーを指定します。最大 3つのサーバーをカン
マで区切って指定できます。

ドメインネームシステム
（DNS）サーバー
（dns_servers）1

仮想アプライアンスが使用するHTTPプロキシ。プロキシを
指定する場合は、次の形式を使用します。
http://IP-address-or-FQDN:port-number

注

認証が有効になっている場合は、プロキシのユーザー名
とパスワードを手元に置いておいてください。

HTTPプロキシ（http_proxy）7

仮想アプライアンスが使用する NTPサーバー。少なくとも
1つのサーバーを指定します。最大 3つのサーバーをカン
マで区切って指定できます。

NTPサーバー（ntp）1

仮想アプライアンスに設定する完全修飾ドメイン名。この
名前には、ハイフン以外の特殊文字は使用できません。

FQDN（fqdn）6

6
デュアル NIC展開にのみ適用されるオプションパラメータ

7
オプションパラメータ
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CC VA                        

このガイドは、progress.jsonファイルに表示される情報を理解するのに役立ちます。

Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスのサイレントモード設定中に、progress.jsonファイルを表示し
て設定プロセスをモニターできます。このファイルは、CCVAランチャと同じディレクトリにあります。構
成プロセスについて詳しく説明しています。

説明フィールド

アプライアンス構成プロセスの現在のステージ：

• launcher_start：ランチャーが開始されました。

• config_file_validation：構成ファイルを検証しています。

• connectivity_verification：vCenter/ ESXiホストとの接続を検証しています。

• import_information_validation：インポート情報（データストア、リソースプール、OVA
パスなど）を検証しています。

• import_ova：Catalyst Center on ESXi OVAファイルをインポートしています。

• post_import_configuration：インポート手順の後に、システムが構成を行います。

• power_on：仮想マシンの電源がオンになっています。

• deployment：仮想アプライアンスの展開はほぼ完了しています。

stage

構成ステージの現在のステータス：

• in-progress

• 「completed（完了）」

• failed

• waiting

• aborted

status

インポートされた Catalyst Center on ESXi OVAファイルのパーセンテージ。percentage

失敗した操作に関連付けられているエラーコード。テーブルを使用して、これらのコー
ドの説明を見つけることができます。

error_code

発生したエラーの説明。error_desc

説明エラーコード

操作に成功しました。0

操作が手動で終了しました。101

構成ファイルが見つかりませんでした。102

構成ファイルのエントリが正しくありません。103

vCenter/ESXiホストへの接続に失敗しました。104

インポート操作に失敗しました。105

指定された OVAファイルパスが無効です。106
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説明エラーコード

データストアフィールドが空です。107

インポート情報が無効です。108

データストアが無効です。109

データセンターが無効です。110

データストアの空き容量が不足しています。111

ディスクプロビジョニングが無効です。112

クラスタが無効です。113

仮想マシンが見つかりません。114

電源オン操作に失敗しました。115

展開の確認メッセージで「No」を選択しました。116

コマンドライン引数が正しくありません。117

管理インターフェイスの追加に失敗しました。118

jsonファイルが無効です。119

必須のサイレントモードフィールドが空です。120

指定された OVAファイルは別のファイルタイプです。121

仮想マシン名フィールドが空です。122

エンタープライズネットワーク名フィールドが空です。123

リソースプールが無効です。124

管理ネットワークが無効です。125

仮想名が文字数の上限を超えています。126

Maglevパスワードがパスワードの要件を満たしていません。127

ESXiホストが無効です。129

vCenterベースのインポートに空のデータセンターが指定されています。130

vCenterベースのインポートに空のホスト名が指定されています。131

vCenter/ESXiホストに無効なネットワークが指定されました。132

仮想マシンの CPUまたはメモリが不足しています。133

入力された Catalyst Center on ESXiの情報が正しくありません。134

検出中に適切なデータセンターが見つかりませんでした。135

空の OVAファイルパスが指定されました。136
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Catalyst Centerの使用を開始するために必要な初期ログイン、セキュリティ設定、およびデバイス検出プロ
セスについて説明します。

Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスを展開して設定したら、その GUIにログインできます。Catalyst
Center on ESXiにアクセスする際には、互換性のある HTTPS対応ブラウザを使用してください。
（ユーザー名 adminと SUPER-ADMIN-ROLEが割り当てられた）管理者スーパーユーザーとして初めてログ
インすると、クイックスタートワークフローが自動的に開始されます。このワークフローを完了すると、
Catalyst Center on ESXiが管理するデバイスが検出されます。また、それらのデバイスからのテレメトリの収
集も有効になります。

     

Catalyst Center on ESXiにログインしてクイックスタートワークフローを完了するには、次の内容が必要で
す。

• 詳細インストール構成ウィザードを完了した場合は、スーパーユーザーのユーザー名（admin）と、指定
したパスワードを入力します。

• 『CiscoCatalyst Center Second-GenerationAppliance InstallationGuide』の「Required First-TimeSetup Information」
のトピックで説明されている情報。

  

1. 次のいずれかを実行します。
• いずれかの Maglev構成ウィザードを完了した場合は、https://と、設定プロセスの最後に表示さ
れた Catalyst Center on ESXi GUIの IPアドレスを使用して、Catalyst Center on ESXi GUIにアクセスしま
す。

• いずれかのブラウザベースの構成ウィザードを完了した場合は、ウィザードの最後のページで [Open
Catalyst Center Virtual Appliance]をクリックします。

次のいずれかのメッセージが表示されます（使用しているブラウザによって異なります）。

• Google Chrome：接続のプライバシーは保護されません

• Mozilla Firefox：警告：今後セキュリティリスクが見つかる潜在的可能性があります

2. メッセージを無視して [詳細設定（Advanced）]をクリックします。
次のいずれかのメッセージが表示されます（使用しているブラウザによって異なります）。

• Google Chrome：

This server could not prove that it is GUI-IP-address; its security
certificate is not trusted by your computer's
operating system. This may be caused by a misconfiguration or an attacker
intercepting your connection.

• Mozilla Firefox：

Someone could be trying to impersonate the site and you should not continue.
Websites prove their identity via certificates.
Firefox does not trust GUI-IP-address because its certificate issuer is
unknown,
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the certificate is self-signed, or the server is not sending the correct
intermediate certificates.

こうしたメッセージが表示されるのは、コントローラが自己署名証明書を使用しているためです。Catalyst
Center on ESXiでの証明書の使用方法については、『CiscoCatalyst Center Administrator Guide』の「Certificate
and Private Key Support」セクションを参照してください。

3. メッセージを無視し、次のいずれかを実行します。
• Google Chrome：GUI-IP-address（安全でない）リンクをクリックして開きます。

• Mozilla Firefox：[リスクを理解して続行する（Accept the Risk andContinue）]をクリックします。

4. [Log In]をクリックします。
Catalyst Center on ESXiログイン画面が表示されます。

5. 次のいずれかを実行し、[Login]をクリックします。
• Maglev構成ウィザードまたはブラウザベースのインストール構成ウィザードのいずれかを完了した
ら、管理者のユーザー名（admin）とパスワード（P@ssword9）を入力します。

• ブラウザベースの詳細インストール構成ウィザードを完了した場合は、管理者のユーザー名（admin）
と、Catalyst Center on ESXiアプライアンスの設定時に設定したパスワードを入力します。

次の画面で、新しい管理者ユーザーを設定するように求められます（初回ログインに使用したデフォル
トのログイン情報は削除されます）。

6. 表示されるダイアログボックスで次の手順を実行し、[Submit]をクリックします。
• [Roles]ドロップダウンリストで、[SUPER-ADMIN] ユーザーロールが選択されていることを確認しま
す。

• 新しい管理ユーザーのユーザー名を入力します。

• 新しい管理ユーザーのパスワードを入力して確認します。

7. [Log In]をクリックします。
Catalyst Center on ESXiログイン画面が表示されます。

8. 新しい管理者ユーザーに関して設定したユーザー名とパスワードを入力し、[Login]をクリックします。
9. cisco.comのユーザー名とパスワード（ソフトウェアダウンロードの登録とシステム通信の受信に使用さ
れる）を入力し、[Next]をクリックします。

注

現時点でこれらのログイン情報を入力したくない場合は、代わりに [Skip]をクリックします。

[Terms & Conditions]画面が開き、ソフトウェアのシスコエンドユーザーライセンス契約（EULA）およ
び現在利用可能な補足条件へのリンクが表示されます。

10.各ドキュメントを確認したら、[Next]をクリックして EULAに同意します。
[Quick Start Overview]スライダが開きます。[>]をクリックすると、Catalyst Center on ESXiの使用を開始す
るために、クイックスタートワークフローで完了までサポートされるタスクの説明が表示されます。

11.クイックスタートワークフローを完了します。
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a) [Let's Do it]をクリックします。
b) [Discover Devices: Provide IP Ranges]ページで、次の情報を入力し、[Next]をクリックします。

• デバイス検出ジョブの名前。

• 検出するデバイスの IPアドレスの範囲。追加の範囲を入力するには、[+]をクリックします。

• アプライアンスのループバックアドレスを優先管理 IPアドレスとして指定するかどうかを指定し
ます。詳細については、『Cisco Catalyst Center User Guide』の「Preferred Management IP Address」
を参照してください。

c) [DiscoverDevices:ProvideCredentials]画面で、設定するログイン情報のタイプに関する情報（次
の表を参照）を入力し、[Next]をクリックします。

説明GUIコンポーネント

[CLI (SSH) Credentials]

ネットワーク内のデバイスのCLIにログインするために使用するユー
ザー名。

[Username]フィールド

ネットワーク内のデバイスのCLIにログインするために使用するパス
ワード。入力するパスワードは、8文字以上にする必要があります。

Passwordフィールド

CLIログイン情報の名前または説明。[Name/Description]フィールド

CLIでより高い権限レベルを有効にするために使用するパスワード。
ネットワークデバイスで必要な場合にのみ、このパスワードを設定
します。

[Enable Password]フィールド

[SNMP Credentials]

SNMPv2cのログイン情報を使用する場合にクリックします。[SNMPv2c]オプションボタン

SNMPv3のログイン情報を使用する場合にクリックします。[SNMPv3]オプションボタン

[SNMP Credentials: SNMPv2c]

SNMPv2cのログイン情報が使用されている場合は、読み取りまたは
書き込みコミュニティ文字列を選択します。

[SNMPv2cType]ドロップダウ
ンリスト

SNMPv2c読み取りまたは書き込みコミュニティストリングの名前ま
たは説明。

[Name/Description]フィールド

デバイス上のSNMP情報を表示するためにのみ使用される読み取り専
用コミュニティストリングパスワード。

[Community String]フィールド

[SNMP Credentials: SNMPv3]

SNMPv3ログイン情報の名前または説明。[Name/Description]フィールド

SNMPv3ログイン情報に関連付けられているユーザー名。[Username]フィールド
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説明GUIコンポーネント

SNMPメッセージを必要とするセキュリティレベル。
• [No Authentication, No Privacy]（noAuthnoPriv）：認証も暗号化も行
いません。

• [Authentication, No Privacy]（authNoPriv）：認証は行いますが、暗号
化は行いません。

• [Authentication and Privacy]（authPriv）：認証と暗号化の両方を行い
ます。

[Mode]フィールド

SNMPv3を使用するデバイスから情報にアクセスするために必要なパ
スワード。パスワードの長さは、最低8文字である必要があります。
以下の点に注意してください。

• 一部のワイヤレスコントローラでは、パスワードは少なくとも12
文字以上にする必要があります。ワイヤレスコントローラのパス
ワードの最小要件を必ず確認してください。パスワードに必要な
最低限の文字数が守られないと、デバイスではCatalyst Center on
ESXiによる検出、監視、管理が行われなくなります。

• パスワードはセキュリティ上の理由から暗号化されており、この
設定では表示されません。

[認証パスワード
（Authentication Password）]
フィールド

[Authentication and Privacy]または [Authentication、No Privacy]が認証モー
ドとして設定されている場合に使用されるハッシュベースのメッセー
ジ認証コード（HMAC）タイプ。
• [SHA]：HMAC-SHA認証。

• [MD5]：HMAC-MD5認証。

[Authentication Type]フィール
ド
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説明GUIコンポーネント

プライバシータイプ。（[Mode]として [Authentication and Privacy]を選
択した場合に有効になります）。次のいずれかのプライバシータイ
プを選択します。

• [AES128]：暗号化の 128ビット CBCモード AES。

• [AES192]：シスコのデバイス上での暗号化の 192ビットCBCモー
ド AES。

• [AES256]：シスコのデバイス上での暗号化の 256ビットCBCモー
ド AES。

注

• 検出機能とインベントリ機能の使用は、プライバシータイプ
AES192およびAES256のみでサポートされています。Assurance
機能はサポートされていません。

• プライバシータイプ AES128は、検出、インベントリ、および
Assuranceでサポートされています。

[Privacy Type]フィールド

AES128、AES192、および AES256暗号化標準規格でサポートされて
いるデバイスで交換されるメッセージを暗号化するための秘密鍵を
生成するために使用される SNMPv3プライバシーパスワード。パス
ワード（またはパスフレーズ）は、8文字以上にする必要がありま
す。

以下の点に注意してください。

• 一部のワイヤレスコントローラでは、パスワードは少なくとも12
文字以上にする必要があります。ワイヤレスコントローラのパス
ワードの最小要件を必ず確認してください。パスワードに必要な
最低限の文字数が守られないと、デバイスではCatalyst Center on
ESXiによる検出、監視、管理が行われなくなります。

• パスワードはセキュリティ上の理由から暗号化されており、この
設定では表示されません。

[Privacy Password]フィールド

NETCONF

Cisco IOS-XEを実行するワイヤレスコントローラを検出するために
Catalyst Center on ESXiが使用する必要がある NETCONFポート。

[Port]フィールド

d) [Create Site]画面で、テレメトリを容易にするために検出するデバイスを 1つのサイトにグループ化
し、[Next]をクリックします。
サイトの情報を手動で入力することも、マップインターフェイスを使用して構成プロセスの最後に表
示された優先 GUIを選択することもできます。

e) [Enable Telemetry]画面で、Catalyst Center on ESXiにテレメトリを収集させるネットワークコンポーネ
ントを選択し、[Next]をクリックします。

f) [Summary]画面で、入力した設定を確認し、次のいずれかを実行します。
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• 変更を加える場合は、該当する [Edit]リンクをクリックして、関連画面を開きます。

• 設定に問題がなければ、[検出とテレメトリの開始（Start Discovery and Telemetry）]をクリックし
ます。Catalyst Center on ESXiにより設定が検証され、問題が発生しないことが確認されます。検
証が完了すると、画面が更新されます。

CatalystCenter on ESXiにより、ネットワークのデバイスを検出し、選択したネットワークコンポー
ネントのテレメトリを有効にするプロセスが開始されます。このプロセスには少なくとも 30分
（0.5時間）かかります。大規模なネットワークでは、さらに時間がかかる場合があります。

g) [Launch Homepage]をクリックして、Catalyst Center on ESXiのホームページを開きます。
ここから、デバイス検出とテレメトリ有効化の進捗状況をモニターできます。これらのタスクを実行
中に、次のいずれかまたは複数を実行します。

• [Discoveries]ページを開いて、ネットワーク内のデバイスが検出されたことを確認するには、[Tools]
> [Discovery]メニューアイコンをクリックして次を選択します。。

• 以前に入力したログイン情報がサイトに設定されていることを確認するには、[Design]>[Network
Settings]メニューアイコンをクリックして次を選択します。。その後、[Device Credentials]タブ
をクリックします。

• Catalyst Center on ESXiですでに実行がスケジュールされているタスク（セキュリティアドバイザ
リの毎週のネットワークスキャンなど）を表示するには、[Activities]メニューアイコンをクリック
して次を選択します。。その後、[Tasks]タブをクリックします。

• ネットワークのセットアップと維持に役立つガイド付きワークフローにアクセスするには、
[Workflows]メニューアイコンをクリックして次を選択します。。

            

エアギャップ展開でネットワークを隔離し、手動でデータ転送を実行するプロセスについて説明します。

エアギャップは、ネットワークを分離し、そのネットワークが外部接続を確立できないようにするセキュ
リティ対策です。エアギャップネットワークにデータを転送するには、リムーバブルメディア（USBドラ
イブなど）を挿入するか、ラップトップを接続します。Catalyst Center on ESXi展開のエアギャップを有効に
するには、次の手順を実行します。

  

1. 仮想アプライアンスを展開し、プロキシサーバーは未設定のままにします。
2. ネットワークのエアギャップを有効にする場合は、Cisco Technical AssistanceCenter（TAC）にお問い合わ
せください。
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基本的な運用の調整（VM再起動の優先順位の設定、ディザスタリカバリ用のVMリソース予約の設定など）
について説明します。

仮想アプライアンスを展開したら、次のタスクを完了してからアプライアンスを実行します。

VM             

VMware vSphereの HA設定で、HAフェールオーバー時の VMの優先順位を設定する方法について説明しま
す。

ご使用の環境で VMware vSphereの HAが有効になっている場合は、次の手順を実行して、HAフェールオー
バー時に仮想アプライアンスの VMの電源が優先的に（最初に）オンになるようにします。

  

1. vSphere Clientのナビゲーションウィンドウで、HAクラスタをクリックします。
2. [Configure]タブをクリックします。
3. [設定（Configuration）] > [VMオーバーライド（VMOverrides）]を選択し、[追加（Add）]をクリッ
クします。

4. オーバーライドを適用する仮想マシンをクリックし、[OK]をクリックします。
5. [vSphere HA]エリアの [VM再起動の優先順位（VM Restart Priority）]フィールドで、次の手順を実行しま
す。

a. [Override]チェックボックスにマークを付けます。

b. ドロップダウンリストから、[High]を選択します。

6. [Finish]をクリックします。

            VM      

ディザスタリカバリプレースホルダ VMに必要な手動リソース割り当て手順について詳しく説明します。

vSphereの Site Recovery Manager（SRM）を使用して Catalyst Center on ESXiのディザスタリカバリを有効にす
る場合は、フェールオーバー時に必要なリソースが予約されていることを確認します。リソースを予約す
るには、次の手順を実行します。仮想アプライアンスでvSphereレプリケーションを設定する場合、リカバ
リサイトの VM（「プレースホルダ VM」とも呼ばれる）には、メインサイトで設定された予約がありませ
ん。レプリケーションの完了後に、手動で予約を設定します。

  

1. vSphere Clientのナビゲーションウィンドウで、セカンダリサイトのプレースホルダ VMをクリックしま
す。

2. [Actions]をクリックし、[Edit Settings]を選択します。
3. [Virtual Hardware]タブを選択した状態で、[CPU]パラメータに64GHzの予約を設定し、[Memory]パラメー
タに 256 GBの予約を設定します。
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4. [OK]をクリックします。

            VM           

セカンダリサイトでSRMを使用する場合のリソースプールのマッピングと予約の管理について説明します。

リソースプールに仮想アプライアンスを展開し、vSphereのSiteRecoveryManager（SRM）を使用してプライ
マリサイトのリソースプールをセカンダリサイトのリソースプールにマッピングした場合は、仮想アプラ
イアンスに必要なリソースをセカンダリサイトのリソースプールが予約していることを確認します。
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Catalyst Center 3.1.6 on ESXi          

[ソフトウェア管理（SoftwareManagement）]ページからシステムソフトウェアをアップグレードする手順に
ついて説明します。

     

• Catalyst Center on ESXiデータベースのバックアップを作成します。

• 展開でファイアウォールを使用する場合は、Catalyst Center on ESXiが各クラスタノードのこの場所にア
クセスして、https://www.ciscoconnectdna.com:443からシステムおよびパッケージファイルをダウンロー
ドできることを確認します。

注

この手順を実行できるのは、SUPER-ADMIN-ROLEユーザーのみです。

  

1. 右上隅にポップアップウィンドウが開き、新しいバージョンの Catalyst Center on ESXiが使用可能である
ことが示されます。[Go to Software Management]リンクをクリックします。

注

このポップアップウィンドウが表示されない場合は、左上隅にあるメニューアイコンをクリックし、
[System] > [Software Management]を選択することもできます。

2. [Software Management]ページで、[Upgrade]をクリックします。
3. [Upgrade Release]ダイアログボックスで、[Install]をクリックします。
4. [Schedule Upgrade]ダイアログボックスで、アップグレードを開始するタイミングを指定し、[Download]
をクリックします。

[Activities]ページからアップグレードの進捗状況を追跡できます。

             Catalyst Center 3.1.6 on ESXi          

エアギャップ環境で Catalyst Center on ESXi仮想アプライアンスを手動でアップグレードする方法について
説明します。

  

1. シスコが指定する場所から *.tar.gzファイルをダウンロードします。
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2. 次のコマンドを入力して、ファイルを仮想アプライアンスの /airgapフォルダにコピーします。

scp -P 2222 *.tar.gz maglev@<appliance-IP-address>:/airgap

3. Catalyst Center on ESXi GUIにログインします。
4. [System] > [Software Management]メインメニューから次を選択します。。
5. [Scan]をクリックします。
6. アップグレードを完了するために必要なファイルをシステムが認識したら、次のいずれかのオプション
を選択します。

• [PreLoad]をクリックしてアップグレードファイルをダウンロードします。このオプションを選択し
た場合は、アップグレード時間をスケジュールします。

• [Upgrade]をクリックして関連ファイルをダウンロードし、すぐにアップグレードを開始します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。
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